
表紙は、９月３日（木）にふれあい会館で

行われた金婚等表彰式で米寿の表彰を

受ける福山昭子さん（下平野）です。表彰

された皆さん本当におめでとうございま

す。詳しくは、７ページをご覧ください。
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主な内容
● 特集決算報告
● パブリックコメント
● インフルエンザ予防
　 接種費用の助成

報

広

　

　　　　　　　ふくやましょうこ

　

　　　　　　　ふくやましょうこ



2億6,812万円個　人
町民税

4,352万円法　人
4億1,520万円固定資産税
3,703万円軽自動車税
5,627万円町たばこ税
277万円入湯税

8億2,291万円合　計

収入額税　目

79億8,728万円入ってきたお金（歳入）

70億8,535万円使ったお金（歳出）

9億193万円差し引き額

1億2,207万円
平成26年度に繰越して
使うお金

7億7,986万円実質収支

金　額項　目

町税の内訳 一般会計の財布

決
算

一
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
実

績
。

歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
全
て
の
収
入
。

歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
全
て
の
支
出
。

自
主
財
源

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

財
源
。地
方
税
、分
担
金
及
び
負
担
金
、使

用
料
、手
数
料
、財
産
収
入
、寄
附
金
、繰

入
金
、繰
越
金
、諸
収
入
。

依
存
財
源

国
や
県
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ

れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
も
の
。

国
庫
支
出
金
、県
支
出
金
、地
方
交
付
税
、

地
方
譲
与
税
な
ど
。

基
金

特
定
の
目
的
の
た
め
に
、積
立
て
る
資
金

ま
た
は
財
産
。そ
の
目
的
に
よ
っ
て
、順
次

積
立
て
て
い
く
も
の
、定
額
を
運
用
し
て

い
く
も
の
な
ど
が
あ
る
。

起
債（
地
方
債
）

施
設
整
備
な
ど（
下
水
道
や
学
校
、道
路
な

ど
）の
た
め
に
年
度
を
越
え
て
長
期（
１
年

以
上
）に
借
り
入
れ
る
お
金
を「
起
債（
地

方
債
を
起
こ
す
こ
と
：
借
金
）」と
い
う
。

学
校
や
道
路
、施
設
な
ど
は
将
来
に
わ
た

り
継
続
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
今
の
世
代
と
次
の
世
代
の
税
金
で
建
設

費
用
を
返
済
と
い
う
形
で
分
担
し
て
も
ら

う
効
果
が
あ
り
ま
す
。家
計
に
た
と
え
る

と
、家
を
建
て
る
際
に
大
き
な
金
額
を一度

に
支
払
え
な
い
た
め
、場
合
に
よ
っ
て
は
子

ど
も
と
ニ
世
代
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
長
期
に

返
済
す
る
行
為
と
い
え
ま
す
。

財
政
用
語
辞
典

特 集

町民一人当たりに換算 （平成27年3月31日現在　人口10,807人で計算）
町民一人に
使われたお金 655,626円 町民一人が

支払った町税 76,146円
基金（貯金）の状況 起債（借金）の状況
和水町の全会計の基金（貯金）の残高は７8億8,011万円となっています。
町民一人当たりに換算（平成２7年３月３１日現在　人口10,807人で計算）すると

和水町の全会計の起債（借金）の残高は94億1,063万円となっています。
町民一人当たりに換算（平成２7年３月３１日現在　人口10,807人で計算）すると

一人当たり≒ ８71，356円一人当たり≒ 729，639円

町の家計簿

10.3％30,908円給料
（住民税、固定資産税などの町税）

59.8％179,274円親からの仕送り
（地方交付税、国県支出金など）

4.5％13,629円その他の収入
（分担金、使用料、諸収入など）

12.5％37,437円借入金（町債）

100.0％300,000円収入合計

構成比金　額内　　訳

12.9％38,752円前月からの繰越し（繰越金）

収入

支出

13.5％40,410円食費など（人件費）

8.7％26,006円光熱水費、通信費（物件費）

12.2％36,716円家の新築や車の修理
（投資的経費、維持補修費）

10.6％31,685円介護・医療費（扶助費）

100.0％300,000円支出合計

構成比金　額内　　訳

24.1％72,380円家族への仕送り
（繰出金、補助費など）

8.9％26,765円保険など（積立金）

10.7％32,161円ローンの返済（公債費）

11.3％33,877円翌月への繰越し（繰越金）

平成26年度一般会計決算額を１ヵ月の
家計簿に例えると…（月収３０万円と仮定）

収入の３分の２を親からの仕送りに頼っており、給料は
わずか10.3%といった状況です。支出では食費、光熱
費、家族への仕送りは減少し、家の新築や車の修理、介
護・医療費は増加しました。

【
和
水
町
の
財
布
】

町
の
お
金
を
出
し
入
れ
す
る
た

め
に
、「
一
般
会
計
」、「
特
別
会
計
」

と
い
う
財
布
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

通
常
出
し
入
れ
す
る
お
金
は「
一
般

会
計
」と
い
う
財
布
、そ
し
て「
特
別

会
計
」と
い
う
財
布
は
、特
定
の
事

業
の
た
め
に
使
う
お
金
を
出
し
入

れ
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。「
特
別

会
計
」と
い
う
財
布
の
中
は
９
の
事

業
に
分
か
れ
て
い
て
、病
院
事
業
や

簡
易
水
道
事
業
な
ど
の「
公
営
企
業

会
計
」、国
民
健
康
保
険
事
業
や
介

護
保
険
事
業
な
ど
の「
公
営
企
業
会

計
以
外
の
特
別
会
計
」に
分
け
ら

れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
以
外
に
は
使

わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
プ
ラ
ス
決
算
の
一
般
会
計
】

「
一
般
会
計
」の
財
布
か
ら
出
し

入
れ
し
た
お
金
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
ょ
う
。平
成
26
年
度
に
入
っ
て
き

た
お
金（
歳
入
）は
79
億
８
，７
２
８

万
円
、そ
こ
か
ら
使
っ
た
お
金（
歳

出
）は
70
億
８
，５
３
５
万
円
で
し

た
。差
し
引
き
９
億
１
９
３
万
円
、

そ
の
う
ち
平
成
27
年
度
へ
事
業
を

繰
り
越
し
て
使
う
お
金
１
億
２
，２

０
７
万
円
を
差
し
引
い
た
額
が
７

億
７
，９
８
６
万
円
と
な
り
、こ
れ
が

実
質
の
黒
字
額
で
す
。

【
歳
入
の
27・8
％
が
自
主
財
源
】

入
っ
て
く
る
お
金（
歳
入
）の
中
は

２
つ
の
財
源
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。自
主
財
源
は
、町
が
自
主
的
に

収
入
で
き
る
財
源
の
こ
と
で
、町

税
、分
担
金
及
び
負
担
金
、使
用
料
、

手
数
料
、財
産
収
入
、寄
附
金
、繰
入

金
、繰
越
金
、諸
収
入
な
ど
で
す
。も

う
一
つ
の
依
存
財
源
は
、国
や
県
の

基
準
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
た
り
、割

り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
財
源
で
地

方
交
付
税
、地
方
譲
与
税
、国
庫
支

出
金
、県
支
出
金
、地
方
債
な
ど
で

す
。割
合
を
見
て
み
る
と
、自
主
財

源
が
27
・
8
％
、依
存
財
源
が
72
・

２
％
と
な
っ
て
お
り
、自
主
財
源
比

率
は
低
く
、国
、県
か
ら
の
依
存
財

源
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。今
後

も
、町
税
の
徴
収
強
化
、定
住
促
進

や
企
業
誘
致
な
ど
の
取
組
み
に
よ

り
自
主
財
源
を
増
や
す
努
力
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

町
で
は
、新
し
い
年
度
が
始
ま
る

前
に「
当
初
予
算
」を
組
み
ま
す
。目

的
ご
と
に
細
か
く
決
め
ら
れ
た
当

初
予
算
に
よ
っ
て
、そ
の
年
度
の
支

　
　
　
　
　
―
平
成
26
年
度
各
会
計
決
算
か
ら
見
る
町
の
財
政
事
情
―

決
算
報
告

依存財源
72.2％

自主財源
27.8％

出
が
行
わ
れ
ま
す
。平
成
26
年
度
の

一
般
会
計
の
歳
出
、町
が
使
っ
た
お

金
は
70
億
８
，５
３
５
万
円
で
、最
も

多
い
の
が
総
務
費
、次
に
民
生
費
、

公
債
費
、教
育
費
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
額
を
人
口
で
割
る
と
、

町
民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
た
お

金
は
約
66
万
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
町
の
決
算
が
９
月
町
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
に
町
に
ど
の
く
ら
い
お
金
が
入
っ
た
の
か
、ま
た
、町
は
ど
の
く
ら
い
お
金
を
使
っ
た
の
か
報
告
し
ま
す
。

※

四
捨
五
入
の
関
係
上
、
合
計
数
値
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自主財源と依存財源の割合

歳出決算額は前年度と比べて１．３％の増です。総務費、民生費、公債費が増加
となりました。

歳入決算額は前年度と比べて０．５％の減です。これは三加和区域に
おける学校建設に伴う国庫補助金が減額したためです。

歳 出 歳 入70億8,535万円 79億8,728万円
地方譲与税
6,664万円（0.8%）
利子割交付金
124万円（0.0%）
配当割交付金
449万円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金
448万円（0.1%）
地方消費税交付金
1億2,389万円（1.6%）
ゴルフ場利用税交付金
1,201万円（0.2%）
自動車取得税交付金
595万円（0.1%）
地方特例交付金
218万円（0.0%）
交通安全対策特別交付金
155万円（0.0%）

分担金及び負担金
5,318万円（0.7%）
使用料及び手数料
5,489万円（0.7%）
財産収入
1,095万円（0.1%）
寄付金
331万円（0.0%）
繰入金
1億9,549万円（2.4%）
繰越金
10億3,176万円（12.9%）
諸収入
4,504万円（0.6%）

依
存
財
源
比
率
72
．２
％

自
主
財
源
比
率

27
．８
％

一般会計の歳入から歳出を
差し引いた額は９億１９３万
円。この額から平成27年度
に繰越して使う金額を引い
た実質収支額は７億７，９８６
万円となります。

災害復旧費
1,391万円（0.2％）

消防費
2億2,156万円（3.1％）

商工費
1億1,261万円（1.6％）

農林水産業費
3億5,634万円（5.0％）

議会費
9,561万円（1.3％）

町税
8億2,291万円（10.3％）

公債費
8億5,625万円（12.1％）

教育費
7億4,399万円（10.5％）

土木費
7億1,302万円（10.1％）

衛生費
6億136万円（8.5％）

民生費
16億2,099万円（22.9％）

総務費
17億4,972万円（24.7％）

地方交付税
35億6万円（43.8％）

町債
9億9,673万円（12.5％）

県支出金
4億7,995万円（6.0％）

国庫支出金
5億7,061万円（7.1％）
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2億6,812万円個　人
町民税

4,352万円法　人
4億1,520万円固定資産税
3,703万円軽自動車税
5,627万円町たばこ税
277万円入湯税

8億2,291万円合　計

収入額税　目

79億8,728万円入ってきたお金（歳入）

70億8,535万円使ったお金（歳出）

9億193万円差し引き額

1億2,207万円
平成26年度に繰越して
使うお金

7億7,986万円実質収支

金　額項　目

町税の内訳 一般会計の財布

決
算

一
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
実

績
。

歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
全
て
の
収
入
。

歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
全
て
の
支
出
。

自
主
財
源

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

財
源
。地
方
税
、分
担
金
及
び
負
担
金
、使

用
料
、手
数
料
、財
産
収
入
、寄
附
金
、繰

入
金
、繰
越
金
、諸
収
入
。

依
存
財
源

国
や
県
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ

れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
も
の
。

国
庫
支
出
金
、県
支
出
金
、地
方
交
付
税
、

地
方
譲
与
税
な
ど
。

基
金

特
定
の
目
的
の
た
め
に
、積
立
て
る
資
金

ま
た
は
財
産
。そ
の
目
的
に
よ
っ
て
、順
次

積
立
て
て
い
く
も
の
、定
額
を
運
用
し
て

い
く
も
の
な
ど
が
あ
る
。

起
債（
地
方
債
）

施
設
整
備
な
ど（
下
水
道
や
学
校
、道
路
な

ど
）の
た
め
に
年
度
を
越
え
て
長
期（
１
年

以
上
）に
借
り
入
れ
る
お
金
を「
起
債（
地

方
債
を
起
こ
す
こ
と
：
借
金
）」と
い
う
。

学
校
や
道
路
、施
設
な
ど
は
将
来
に
わ
た

り
継
続
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
今
の
世
代
と
次
の
世
代
の
税
金
で
建
設

費
用
を
返
済
と
い
う
形
で
分
担
し
て
も
ら

う
効
果
が
あ
り
ま
す
。家
計
に
た
と
え
る

と
、家
を
建
て
る
際
に
大
き
な
金
額
を一度

に
支
払
え
な
い
た
め
、場
合
に
よ
っ
て
は
子

ど
も
と
ニ
世
代
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
長
期
に

返
済
す
る
行
為
と
い
え
ま
す
。

財
政
用
語
辞
典

特 集

町民一人当たりに換算 （平成27年3月31日現在　人口10,807人で計算）
町民一人に
使われたお金 655,626円 町民一人が

支払った町税 76,146円
基金（貯金）の状況 起債（借金）の状況
和水町の全会計の基金（貯金）の残高は７8億8,011万円となっています。
町民一人当たりに換算（平成２7年３月３１日現在　人口10,807人で計算）すると

和水町の全会計の起債（借金）の残高は94億1,063万円となっています。
町民一人当たりに換算（平成２7年３月３１日現在　人口10,807人で計算）すると

一人当たり≒ ８71，356円一人当たり≒ 729，639円

町の家計簿

10.3％30,908円給料
（住民税、固定資産税などの町税）

59.8％179,274円親からの仕送り
（地方交付税、国県支出金など）

4.5％13,629円その他の収入
（分担金、使用料、諸収入など）

12.5％37,437円借入金（町債）

100.0％300,000円収入合計

構成比金　額内　　訳

12.9％38,752円前月からの繰越し（繰越金）

収入

支出

13.5％40,410円食費など（人件費）

8.7％26,006円光熱水費、通信費（物件費）

12.2％36,716円家の新築や車の修理
（投資的経費、維持補修費）

10.6％31,685円介護・医療費（扶助費）

100.0％300,000円支出合計

構成比金　額内　　訳

24.1％72,380円家族への仕送り
（繰出金、補助費など）

8.9％26,765円保険など（積立金）

10.7％32,161円ローンの返済（公債費）

11.3％33,877円翌月への繰越し（繰越金）

平成26年度一般会計決算額を１ヵ月の
家計簿に例えると…（月収３０万円と仮定）

収入の３分の２を親からの仕送りに頼っており、給料は
わずか10.3%といった状況です。支出では食費、光熱
費、家族への仕送りは減少し、家の新築や車の修理、介
護・医療費は増加しました。

【
和
水
町
の
財
布
】

町
の
お
金
を
出
し
入
れ
す
る
た

め
に
、「
一
般
会
計
」、「
特
別
会
計
」

と
い
う
財
布
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

通
常
出
し
入
れ
す
る
お
金
は「
一
般

会
計
」と
い
う
財
布
、そ
し
て「
特
別

会
計
」と
い
う
財
布
は
、特
定
の
事

業
の
た
め
に
使
う
お
金
を
出
し
入

れ
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。「
特
別

会
計
」と
い
う
財
布
の
中
は
９
の
事

業
に
分
か
れ
て
い
て
、病
院
事
業
や

簡
易
水
道
事
業
な
ど
の「
公
営
企
業

会
計
」、国
民
健
康
保
険
事
業
や
介

護
保
険
事
業
な
ど
の「
公
営
企
業
会

計
以
外
の
特
別
会
計
」に
分
け
ら

れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
以
外
に
は
使

わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
プ
ラ
ス
決
算
の
一
般
会
計
】

「
一
般
会
計
」の
財
布
か
ら
出
し

入
れ
し
た
お
金
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
ょ
う
。平
成
26
年
度
に
入
っ
て
き

た
お
金（
歳
入
）は
79
億
８
，７
２
８

万
円
、そ
こ
か
ら
使
っ
た
お
金（
歳

出
）は
70
億
８
，５
３
５
万
円
で
し

た
。差
し
引
き
９
億
１
９
３
万
円
、

そ
の
う
ち
平
成
27
年
度
へ
事
業
を

繰
り
越
し
て
使
う
お
金
１
億
２
，２

０
７
万
円
を
差
し
引
い
た
額
が
７

億
７
，９
８
６
万
円
と
な
り
、こ
れ
が

実
質
の
黒
字
額
で
す
。

【
歳
入
の
27・8
％
が
自
主
財
源
】

入
っ
て
く
る
お
金（
歳
入
）の
中
は

２
つ
の
財
源
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。自
主
財
源
は
、町
が
自
主
的
に

収
入
で
き
る
財
源
の
こ
と
で
、町

税
、分
担
金
及
び
負
担
金
、使
用
料
、

手
数
料
、財
産
収
入
、寄
附
金
、繰
入

金
、繰
越
金
、諸
収
入
な
ど
で
す
。も

う
一
つ
の
依
存
財
源
は
、国
や
県
の

基
準
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
た
り
、割

り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
財
源
で
地

方
交
付
税
、地
方
譲
与
税
、国
庫
支

出
金
、県
支
出
金
、地
方
債
な
ど
で

す
。割
合
を
見
て
み
る
と
、自
主
財

源
が
27
・
8
％
、依
存
財
源
が
72
・

２
％
と
な
っ
て
お
り
、自
主
財
源
比

率
は
低
く
、国
、県
か
ら
の
依
存
財

源
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。今
後

も
、町
税
の
徴
収
強
化
、定
住
促
進

や
企
業
誘
致
な
ど
の
取
組
み
に
よ

り
自
主
財
源
を
増
や
す
努
力
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

町
で
は
、新
し
い
年
度
が
始
ま
る

前
に「
当
初
予
算
」を
組
み
ま
す
。目

的
ご
と
に
細
か
く
決
め
ら
れ
た
当

初
予
算
に
よ
っ
て
、そ
の
年
度
の
支

　
　
　
　
　
―
平
成
26
年
度
各
会
計
決
算
か
ら
見
る
町
の
財
政
事
情
―

決
算
報
告

依存財源
72.2％

自主財源
27.8％

出
が
行
わ
れ
ま
す
。平
成
26
年
度
の

一
般
会
計
の
歳
出
、町
が
使
っ
た
お

金
は
70
億
８
，５
３
５
万
円
で
、最
も

多
い
の
が
総
務
費
、次
に
民
生
費
、

公
債
費
、教
育
費
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
額
を
人
口
で
割
る
と
、

町
民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
た
お

金
は
約
66
万
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
町
の
決
算
が
９
月
町
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
に
町
に
ど
の
く
ら
い
お
金
が
入
っ
た
の
か
、ま
た
、町
は
ど
の
く
ら
い
お
金
を
使
っ
た
の
か
報
告
し
ま
す
。

※

四
捨
五
入
の
関
係
上
、
合
計
数
値
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自主財源と依存財源の割合

歳出決算額は前年度と比べて１．３％の増です。総務費、民生費、公債費が増加
となりました。

歳入決算額は前年度と比べて０．５％の減です。これは三加和区域に
おける学校建設に伴う国庫補助金が減額したためです。

歳 出 歳 入70億8,535万円 79億8,728万円
地方譲与税
6,664万円（0.8%）
利子割交付金
124万円（0.0%）
配当割交付金
449万円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金
448万円（0.1%）
地方消費税交付金
1億2,389万円（1.6%）
ゴルフ場利用税交付金
1,201万円（0.2%）
自動車取得税交付金
595万円（0.1%）
地方特例交付金
218万円（0.0%）
交通安全対策特別交付金
155万円（0.0%）

分担金及び負担金
5,318万円（0.7%）
使用料及び手数料
5,489万円（0.7%）
財産収入
1,095万円（0.1%）
寄付金
331万円（0.0%）
繰入金
1億9,549万円（2.4%）
繰越金
10億3,176万円（12.9%）
諸収入
4,504万円（0.6%）

依
存
財
源
比
率
72
．２
％

自
主
財
源
比
率

27
．８
％

一般会計の歳入から歳出を
差し引いた額は９億１９３万
円。この額から平成27年度
に繰越して使う金額を引い
た実質収支額は７億７，９８６
万円となります。

災害復旧費
1,391万円（0.2％）

消防費
2億2,156万円（3.1％）

商工費
1億1,261万円（1.6％）

農林水産業費
3億5,634万円（5.0％）

議会費
9,561万円（1.3％）

町税
8億2,291万円（10.3％）

公債費
8億5,625万円（12.1％）

教育費
7億4,399万円（10.5％）

土木費
7億1,302万円（10.1％）

衛生費
6億136万円（8.5％）

民生費
16億2,099万円（22.9％）

総務費
17億4,972万円（24.7％）

地方交付税
35億6万円（43.8％）

町債
9億9,673万円（12.5％）

県支出金
4億7,995万円（6.0％）

国庫支出金
5億7,061万円（7.1％）
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6億2,400万円特老建設
基金

7,758万円国保財政
調整基金

基金残高基金名

加入世帯は、1,746世帯、被保険者
数は3,190人。

要介護（要支援）認定者は864人。
保険給付費は、13億7,528万円。

入所定員120床のうち41,128人
の利用がありました。デイサービス
利用者は年間延べ4,466人。

簡易水道3地区を管理運営。
1,450人に給水。

下水道１施設を管理運営。総加入戸
数は388戸、加入人口は1,044人。

合併浄化槽の管理運営。26年度は
16基設置。町内の全整備(管理）基
数は590基。

特別会計の基金積立状況は平
成27年3月31日現在で下記の
とおりとなっています。

春富区の山林の財産を管理している
会計。

被保険者数は2,530人（75歳以上
の人、一定の障がいをお持ちの65
歳以上74歳未満の人）。

特
定
の
目
的
な
ど
の
た
め
に
一
般
会
計
と
は
区
別
し
て

経
理
し
て
い
る
会
計
で
、９
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計

自
治
体
で
も
法
律
で
収
益
が
認
め
ら
れ
て
い
る

企
業
会
計
で
す
。

和
水
町
立
病
院
事
業
会
計
の
み
該
当
し
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

（
法
適
用
）

財
政
健
全
化
法

　
平
成
19
年
６
月「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」が
成
立
、公
布
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
法
律
は
和
水
町
を
始
め
と
し
た

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
４
つ
の
指
標
に
よ
り
あ
ら
わ
し
、そ
の
健

全
度
を
測
る
こ
と
で
、破
た
ん
を
防
ぎ
早
期
に
健
全
化
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

健全化判断比率
健全化判断比率で示された４指標。指標の数値によって、まず早期健全化団体
になり自主努力による改善、だめなら財政健全化団体として国が関与する２段
構えの仕組みになっています。

　一般会計を対象とした指標です。一般会計
の収支（歳入－歳出）から、翌年度に繰り越すべ
き財源を差し引いた決算額が赤字になる場
合、赤字額の標準財政規模（※ 1）に対する割
合を表したのが、実質赤字比率です。和水町で
は平成２６年度一般会計決算の実質収支額は
７億７，９８６万円の黒字となるため、比率は算定
されません。

　借金の返済負担の重さを示す指標で、全会
計および一部事務組合等が対象範囲となりま
す。借金の返済にかかるお金は、ひとたび増大
してしまうと短期間での削減や先送りすること
が困難なため、一定以上の規模にならないよう
にすることが大切です。和水町は前年度の６.５
％から０．１％回復の６．４％となり、健全に推移し
ています。

　すべての会計（和水町の場合、一般会計と８の
特別会計（春富財産区特別会計を除く）を対象と
した指標で、全会計における赤字・黒字の要素を
合算して財政状況を判断します。各会計決算の
実質収支額の合計が赤字になる場合、比率が算
定されます。和水町では、全会計の実質収支額
の合計は１７億１，６８０万円の黒字となるため、
比率は算定されません。

　すべての会計と一部事務組合など、第三セク
ターを含めて、将来負担しなければならない額
を示した比率です。地方公共団体の負債(借金
の残高）の状況や将来の収支の見通しを明らか
にするため、新たに導入されました。この比率が
高ければ、標準財政規模に比べて将来負担が大
きいということになり、今後の財政運営が圧迫
される可能性があります。

実質公債費比率（6.4％）

連結実質赤字比率（赤字なし）将来負担比率（なし）

実質赤字比率（赤字なし）

　公営企業会計の資金不足額の事業規模に対
する比率です。比率は会計ごとに算定し、比率
が高ければ経営状況に問題があります。公営企
業のサービスは病院や下水道など、日常生活に
欠くことができないため、早期の経営健全に向
けて別途に比率が算定されます。和水町では４
の公営企業に関わる会計すべてにおいて、資金
不足額はありません。

※標準財政規模：地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の総量（町税、地方交付税など）

　平成２６年度決算から見る和水町の財
政状況は、健全であるといえます。
　しかし、少子高齢化の進展による扶助
費の増加や国・県の厳しい財政状況の中
で、今後の財政運営は厳しくなることが予
想されます。
　こうしたことから、長期的な財政運営を
視野に入れ、歳入においては、町税などの
収納率向上や受益者負担の適正化および
新たな財源確保を図ること、歳出において
はスクラップ・アンド・ビルド（見直しと再編）
による事務事業の見直し、優先順位を付け
た投資事業の選定を行い、これまで以上に
堅実な財政運営を行ってまいります。
　町民の皆さんには財政事情の公表など
を通じてお伝えしていきま
すので、ご理解のほどよろし
くお願いします。

歳入額16億2,988万円
歳出額15億9,567万円
差引額       3,421万円

国民健康保険事業会計

歳入額16億8,729万円
歳出額15億　131万円
差引額   1億8,598万円

介護保険事業会計

歳入額5億  　89万円
歳出額4億8,382万円
差引額　      1,707万円

特別養護老人ホーム事業会計

歳入額8,360万円
歳出額6,563万円
差引額1,796万円

簡易水道事業会計

歳入額9,751万円
歳出額8,923万円
差引額   827万円

下水道事業会計

歳入額9,355万円
歳出額7,462万円
差引額1,893万円

特定地域生活排水処理事業会計

歳入額148万円
歳出額  12万円
差引額136万円

歳入額1億5,344万円
歳出額1億4,119万円
差引額　  1,225万円

春富財産区特別会計後期高齢者医療事業会計基金積立状況

歳入額     7,667万円
歳出額1億2,433万円
差引額  ▲4,766万円

病院事業会計〔資本的収支〕

病床数98床で入院は年間延べ
24,531人。外来は年間延べ
27,431人。健診受診者年間
延べ2,343人。

歳入額8億9,583万円
歳出額9億5,181万円
差引額   ▲5,598万円

病院事業会計〔収益的収支〕

和水町

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 12.5％ 20.0％

和水町 6.4％

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 25.0％ 35.0％

和水町

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 17.5％ 40.0％

和水町

健全段階 早期健全化段階

0％ 20.0％

和水町

健全段階 早期健全化段階

0％ 350.0％

（経営健全化基準）

※千円以下を四捨五入しているため、差引額の合計が合わない場合があります。
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資金不足比率（資金不足額なし）

資金不足比率（資金不足額なし）
公営企業会計4事業の資金不足額（赤字）の比率です。

国民健康保険
事業会計

介護保険
事業会計

後期高齢者
医療事業会計

特別養護老人
ホーム事業会計

病院事業会計

簡易水道
事業会計

下水道
事業会計

特定地域生活
排水処理事業会計

一般会計

法
適
用

法
非
適
用

公
営
企
業
会
計

公
営
事
業
会
計

普
通

会
計

和

　
　水

　
　町

一部事務組合・広域連合など

第三セクターなど

実
質
赤
字
比
率

資
金
不
足
比
率
（
各
会
計
毎
に
算
定
）

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率



6億2,400万円特老建設
基金

7,758万円国保財政
調整基金

基金残高基金名

加入世帯は、1,746世帯、被保険者
数は3,190人。

要介護（要支援）認定者は864人。
保険給付費は、13億7,528万円。

入所定員120床のうち41,128人
の利用がありました。デイサービス
利用者は年間延べ4,466人。

簡易水道3地区を管理運営。
1,450人に給水。

下水道１施設を管理運営。総加入戸
数は388戸、加入人口は1,044人。

合併浄化槽の管理運営。26年度は
16基設置。町内の全整備(管理）基
数は590基。

特別会計の基金積立状況は平
成27年3月31日現在で下記の
とおりとなっています。

春富区の山林の財産を管理している
会計。

被保険者数は2,530人（75歳以上
の人、一定の障がいをお持ちの65
歳以上74歳未満の人）。

特
定
の
目
的
な
ど
の
た
め
に
一
般
会
計
と
は
区
別
し
て

経
理
し
て
い
る
会
計
で
、９
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計

自
治
体
で
も
法
律
で
収
益
が
認
め
ら
れ
て
い
る

企
業
会
計
で
す
。

和
水
町
立
病
院
事
業
会
計
の
み
該
当
し
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

（
法
適
用
）

財
政
健
全
化
法

　
平
成
19
年
６
月「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」が
成
立
、公
布
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
法
律
は
和
水
町
を
始
め
と
し
た

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
４
つ
の
指
標
に
よ
り
あ
ら
わ
し
、そ
の
健

全
度
を
測
る
こ
と
で
、破
た
ん
を
防
ぎ
早
期
に
健
全
化
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

健全化判断比率
健全化判断比率で示された４指標。指標の数値によって、まず早期健全化団体
になり自主努力による改善、だめなら財政健全化団体として国が関与する２段
構えの仕組みになっています。

　一般会計を対象とした指標です。一般会計
の収支（歳入－歳出）から、翌年度に繰り越すべ
き財源を差し引いた決算額が赤字になる場
合、赤字額の標準財政規模（※ 1）に対する割
合を表したのが、実質赤字比率です。和水町で
は平成２６年度一般会計決算の実質収支額は
７億７，９８６万円の黒字となるため、比率は算定
されません。

　借金の返済負担の重さを示す指標で、全会
計および一部事務組合等が対象範囲となりま
す。借金の返済にかかるお金は、ひとたび増大
してしまうと短期間での削減や先送りすること
が困難なため、一定以上の規模にならないよう
にすることが大切です。和水町は前年度の６.５
％から０．１％回復の６．４％となり、健全に推移し
ています。

　すべての会計（和水町の場合、一般会計と８の
特別会計（春富財産区特別会計を除く）を対象と
した指標で、全会計における赤字・黒字の要素を
合算して財政状況を判断します。各会計決算の
実質収支額の合計が赤字になる場合、比率が算
定されます。和水町では、全会計の実質収支額
の合計は１７億１，６８０万円の黒字となるため、
比率は算定されません。

　すべての会計と一部事務組合など、第三セク
ターを含めて、将来負担しなければならない額
を示した比率です。地方公共団体の負債(借金
の残高）の状況や将来の収支の見通しを明らか
にするため、新たに導入されました。この比率が
高ければ、標準財政規模に比べて将来負担が大
きいということになり、今後の財政運営が圧迫
される可能性があります。

実質公債費比率（6.4％）

連結実質赤字比率（赤字なし）将来負担比率（なし）

実質赤字比率（赤字なし）

　公営企業会計の資金不足額の事業規模に対
する比率です。比率は会計ごとに算定し、比率
が高ければ経営状況に問題があります。公営企
業のサービスは病院や下水道など、日常生活に
欠くことができないため、早期の経営健全に向
けて別途に比率が算定されます。和水町では４
の公営企業に関わる会計すべてにおいて、資金
不足額はありません。

※標準財政規模：地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の総量（町税、地方交付税など）

　平成２６年度決算から見る和水町の財
政状況は、健全であるといえます。
　しかし、少子高齢化の進展による扶助
費の増加や国・県の厳しい財政状況の中
で、今後の財政運営は厳しくなることが予
想されます。
　こうしたことから、長期的な財政運営を
視野に入れ、歳入においては、町税などの
収納率向上や受益者負担の適正化および
新たな財源確保を図ること、歳出において
はスクラップ・アンド・ビルド（見直しと再編）
による事務事業の見直し、優先順位を付け
た投資事業の選定を行い、これまで以上に
堅実な財政運営を行ってまいります。
　町民の皆さんには財政事情の公表など
を通じてお伝えしていきま
すので、ご理解のほどよろし
くお願いします。

歳入額16億2,988万円
歳出額15億9,567万円
差引額       3,421万円

国民健康保険事業会計

歳入額16億8,729万円
歳出額15億　131万円
差引額   1億8,598万円

介護保険事業会計

歳入額5億  　89万円
歳出額4億8,382万円
差引額　      1,707万円

特別養護老人ホーム事業会計

歳入額8,360万円
歳出額6,563万円
差引額1,796万円

簡易水道事業会計

歳入額9,751万円
歳出額8,923万円
差引額   827万円

下水道事業会計

歳入額9,355万円
歳出額7,462万円
差引額1,893万円

特定地域生活排水処理事業会計

歳入額148万円
歳出額  12万円
差引額136万円

歳入額1億5,344万円
歳出額1億4,119万円
差引額　  1,225万円

春富財産区特別会計後期高齢者医療事業会計基金積立状況

歳入額     7,667万円
歳出額1億2,433万円
差引額  ▲4,766万円

病院事業会計〔資本的収支〕

病床数98床で入院は年間延べ
24,531人。外来は年間延べ
27,431人。健診受診者年間
延べ2,343人。

歳入額8億9,583万円
歳出額9億5,181万円
差引額   ▲5,598万円

病院事業会計〔収益的収支〕

和水町

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 12.5％ 20.0％

和水町 6.4％

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 25.0％ 35.0％

和水町

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 17.5％ 40.0％

和水町

健全段階 早期健全化段階

0％ 20.0％

和水町

健全段階 早期健全化段階

0％ 350.0％

（経営健全化基準）

※千円以下を四捨五入しているため、差引額の合計が合わない場合があります。
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資金不足比率（資金不足額なし）

資金不足比率（資金不足額なし）
公営企業会計4事業の資金不足額（赤字）の比率です。

国民健康保険
事業会計

介護保険
事業会計

後期高齢者
医療事業会計

特別養護老人
ホーム事業会計

病院事業会計

簡易水道
事業会計

下水道
事業会計

特定地域生活
排水処理事業会計

一般会計

法
適
用

法
非
適
用

公
営
企
業
会
計

公
営
事
業
会
計

普
通

会
計

和

　
　水

　
　町

一部事務組合・広域連合など

第三セクターなど

実
質
赤
字
比
率

資
金
不
足
比
率
（
各
会
計
毎
に
算
定
）

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率



和水町敬老行事開催
９月３日（木）、ふれあい会館で「金婚等表彰式」が開催されました。表彰では、福原町長が出席者一人ひ
とりに、表彰状と記念品を授与しました。受賞者を代表して坂口益章・昭子さんご夫妻（皆行原）が謝辞を
述べられました。
翌９月４日（金）には、ふれあい会館で「ふれあい高齢者のつどい」を開催。およそ350人が参加しまし
た。会場では、農村レストラン「ひまわり亭」のオーナーである本田節さんが生きがいについて熱弁。また、
演歌歌手矢住千春さんによる歌謡ショーも行われ、多くの人が矢住さんの爽快な歌声に魅了され、楽しい
時間を過ごされていました。
今回受賞された皆さん、本当におめでとうございます。これからも元気にお過ごしください。

戸上公民館長退職表彰式

９月３日（木）、三加和公民館で、写真家のハー
ビー・山口さんとの座談会が行われました。
和水町では、今年度、移住者向けPR動画をハー
ビー・山口さんの監修の下、作成予定であり、この座
談会は動画作成前に町の良さを再確認しようと企画
されたものです。
　当日は、ハービーさんが現在考えている映像の物語
を説明したほか、青年団などが持ち寄った町内の自
然や子どもたちの写真を披露。参加者からは、「和水
町の良いところを、今住んでいる人にも見直してもら
う良いきっかけになると思う。」「町外の人が和水に
住みたくなるような動画を撮ってほしい。」などと
いった声が聞かれました。次の座談会は、10月5日
（月）に中央公民館で開催されます。皆さん、ぜひお越
しください。

移住・定住へ向けたPR映像をつくろう！
～写真家・ハービー・山口さんとの座談会開催～

８月７日（金）、和水町公民館長として長年にわたり
尽力され、６月末に退職された戸上秀則さん（江栗）
の退職表彰式が行われました。
戸上さんは、教師を退職された後の平成12年度か
ら菊水町公民館長として６年、その後和水町が誕生し
てから、今年6月末まで延べ15年余りにわたり、公民
館長として公民館活動の活性化を図るとともに生涯
学習の推進に貢献。その功績をたたえ、福原秀治町
長から表彰状と記念品が手渡されました。

自宅で温泉！　～なごみＡＧ会　温泉・手づくり弁当宅配～
９月２日（水）、一人暮らしのお年寄り宅に温泉と手
づくり弁当を、特別養護老人ホーム「きくすい荘」に
温泉を宅配しました。
毎年、農業後継者グループなごみAG会（吉永初男
会長）が、敬老の日にちなんでこの時期に開催。三加
和温泉ふるさと交流センター指定管理者の（株）丸美
屋をはじめ、地域おこし協力隊や青年団の協力のも
と、和水町社会福祉協議会のボランティア事業の一環
として行っており、今回で24回目を迎えました。
今回は83軒に温泉と手づくり弁当を宅配し、毎年
楽しみに待っておられる皆さんに、大変喜ばれていま
した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よしなが はつ  お

「第45回和水町古墳祭写真コンテスト」受賞者決定
古墳祭期間中の風景、スナップ写真など、祭りの魅力を表現した作品を募集し、コンテストの受賞者を決
定しました。
町内外から合計55人233点の応募があり、審査の結果、推薦１点、特別賞１点、特選２点、準特選５点、入選
20点の合計29点が入賞しました。
なお、上位入賞者は次のとおりです。受賞作品は展示も行いますので、皆さんぜひご覧ください。

上 位 入 賞 者

受 賞 作 品 展 示

火巫女登場 山本ひづる（合志市）推　薦
かたらいの時 林　　信介（合志市）特別賞
夜を彩る 河本ふみえ（大津町）特　選
祭の娘 鈴木　之夫（熊本市中央区）特　選

夏のオブジェ 森口昭十四（八代市）準特選
巫女の奉納踊り 村上　利美（阿蘇市）準特選
ムリテの大刀舞 北川　征二（玉名市）準特選
仲間同志 松尾　　薫（山鹿市）準特選

古代の森に舞う 井上　信明（熊本市南区）準特選

題　名 氏　名（敬称略）賞

菊水ロマン館
三加和温泉ふるさと交流センター

和水町役場本庁１階ロビー
ところ

10月９日（金）～21日（水）
10月23日（金）～11月５日（木）

10月７日（水）まで
と　き

菊水地区の金婚受賞者

謝辞を述べる坂口益章・昭子さんご夫妻 元気よく歌う矢住千春さん

三加和地区の金婚受賞者

表彰された戸上公民館長（写真中央）

座談会で物語の構想を説明するハービー・山口さん

 　

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 と がみ ひで のり

 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　さかぐち ますあき   しょうこ

　　　　　　　　　 や  ずみ ち  はる

愛情いっぱいの手づくり弁当を作っています。

推薦　火巫女登場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　さかぐちますあき しょうこ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  や ずみち はる
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和水町敬老行事開催
９月３日（木）、ふれあい会館で「金婚等表彰式」が開催されました。表彰では、福原町長が出席者一人ひ
とりに、表彰状と記念品を授与しました。受賞者を代表して坂口益章・昭子さんご夫妻（皆行原）が謝辞を
述べられました。
翌９月４日（金）には、ふれあい会館で「ふれあい高齢者のつどい」を開催。およそ350人が参加しまし
た。会場では、農村レストラン「ひまわり亭」のオーナーである本田節さんが生きがいについて熱弁。また、
演歌歌手矢住千春さんによる歌謡ショーも行われ、多くの人が矢住さんの爽快な歌声に魅了され、楽しい
時間を過ごされていました。
今回受賞された皆さん、本当におめでとうございます。これからも元気にお過ごしください。

戸上公民館長退職表彰式

９月３日（木）、三加和公民館で、写真家のハー
ビー・山口さんとの座談会が行われました。
和水町では、今年度、移住者向けPR動画をハー
ビー・山口さんの監修の下、作成予定であり、この座
談会は動画作成前に町の良さを再確認しようと企画
されたものです。
　当日は、ハービーさんが現在考えている映像の物語
を説明したほか、青年団などが持ち寄った町内の自
然や子どもたちの写真を披露。参加者からは、「和水
町の良いところを、今住んでいる人にも見直してもら
う良いきっかけになると思う。」「町外の人が和水に
住みたくなるような動画を撮ってほしい。」などと
いった声が聞かれました。次の座談会は、10月5日
（月）に中央公民館で開催されます。皆さん、ぜひお越
しください。

移住・定住へ向けたPR映像をつくろう！
～写真家・ハービー・山口さんとの座談会開催～

８月７日（金）、和水町公民館長として長年にわたり
尽力され、６月末に退職された戸上秀則さん（江栗）
の退職表彰式が行われました。
戸上さんは、教師を退職された後の平成12年度か
ら菊水町公民館長として６年、その後和水町が誕生し
てから、今年6月末まで延べ15年余りにわたり、公民
館長として公民館活動の活性化を図るとともに生涯
学習の推進に貢献。その功績をたたえ、福原秀治町
長から表彰状と記念品が手渡されました。

自宅で温泉！　～なごみＡＧ会　温泉・手づくり弁当宅配～
９月２日（水）、一人暮らしのお年寄り宅に温泉と手
づくり弁当を、特別養護老人ホーム「きくすい荘」に
温泉を宅配しました。
毎年、農業後継者グループなごみAG会（吉永初男
会長）が、敬老の日にちなんでこの時期に開催。三加
和温泉ふるさと交流センター指定管理者の（株）丸美
屋をはじめ、地域おこし協力隊や青年団の協力のも
と、和水町社会福祉協議会のボランティア事業の一環
として行っており、今回で24回目を迎えました。
今回は83軒に温泉と手づくり弁当を宅配し、毎年
楽しみに待っておられる皆さんに、大変喜ばれていま
した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よしなが はつ  お

「第45回和水町古墳祭写真コンテスト」受賞者決定
古墳祭期間中の風景、スナップ写真など、祭りの魅力を表現した作品を募集し、コンテストの受賞者を決
定しました。
町内外から合計55人233点の応募があり、審査の結果、推薦１点、特別賞１点、特選２点、準特選５点、入選
20点の合計29点が入賞しました。
なお、上位入賞者は次のとおりです。受賞作品は展示も行いますので、皆さんぜひご覧ください。

上 位 入 賞 者

受 賞 作 品 展 示

火巫女登場 山本ひづる（合志市）推　薦
かたらいの時 林　　信介（合志市）特別賞
夜を彩る 河本ふみえ（大津町）特　選
祭の娘 鈴木　之夫（熊本市中央区）特　選

夏のオブジェ 森口昭十四（八代市）準特選
巫女の奉納踊り 村上　利美（阿蘇市）準特選
ムリテの大刀舞 北川　征二（玉名市）準特選
仲間同志 松尾　　薫（山鹿市）準特選

古代の森に舞う 井上　信明（熊本市南区）準特選

題　名 氏　名（敬称略）賞

菊水ロマン館
三加和温泉ふるさと交流センター

和水町役場本庁１階ロビー
ところ

10月９日（金）～21日（水）
10月23日（金）～11月５日（木）

10月７日（水）まで
と　き

菊水地区の金婚受賞者

謝辞を述べる坂口益章・昭子さんご夫妻 元気よく歌う矢住千春さん

三加和地区の金婚受賞者

表彰された戸上公民館長（写真中央）

座談会で物語の構想を説明するハービー・山口さん

 　

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 と がみ ひで のり

 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　さかぐち ますあき   しょうこ

　　　　　　　　　 や  ずみ ち  はる

愛情いっぱいの手づくり弁当を作っています。

推薦　火巫女登場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　さかぐちますあき しょうこ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  や ずみち はる
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■
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

町
の
施
策
の
基
本
方
針
と
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
計
画
な
ど
の
意
思
決
定
の
過
程

に
お
い
て
、当
該
計
画（
案
）を
公
表
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
求
め
、提

出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て
意
思
決
定

を
行
う
こ
と
で
す
。

今
回
は
、「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画（
案
）」に
つ
い
て
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

意
見
の
提
出
方
法
な
ど
は
、本
件
記
事

後
半
の
◆
意
見
の
提
出
方
法
に
つ
い
て

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
案
）に
つ
い
て

以
下
、本
計
画（
案
）に
つ
い
て
、説
明

し
ま
す
。

※

当
該
計
画
書（
案
）は
、本
庁
総
務
課
、

総
合
支
所
住
民
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

《
趣
旨
》

全
国
的
に
公
共
施
設
な
ど
の
老
朽
化

が
急
速
に
進
展
す
る
中
、「
新
し
く
造
る

こ
と
」か
ら「
賢
く
使
う
こ
と
」へ
の
重
点

化
が
課
題
と
し
て
、国
で
は「
イ
ン
フ
ラ

長
寿
命
化
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る

公
共
施
設
な
ど
の
全
体
の
状
況
を
把
握

し
、当
該
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く

現
状
お
よ
び
将
来
の
見
通
し
を
分
析
し
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
公
共
施
設
な
ど
の

管
理
の
基
本
的
な
方
針
を
内
容
と
す
る

計
画
を
定
め
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
て
お

り
ま
す
。

そ
こ
で
、本
町
に
お
い
て
は
、議
会
、住

民
団
体
な
ど
の
代
表
者
か
ら
な
る「
公
共

施
設
再
配
置
検
討
委
員
会
」を
組
織
し
、

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
の
あ
り

方
を
検
討
し
、基
本
的
な
方
針
を
定
め

た
和
水
町
公
共
施
設
再
配
置
計
画（
案
）

を
策
定
し
、本
計
画（
案
）に
反
映
し
ま
し

た
。

《
計
画
策
定
の
目
的
》

今
後
、財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
、

人
口
減
少
、高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ

り
、公
共
施
設
な
ど
の
利
用
需
要
の
変
化

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、老
朽

化
、維
持
管
理
の
経
費
な
ど
施
設
全
体
の

状
況
を
把
握
し
、長
期
的
な
視
点
を
も
っ

て
、更
新
、統
廃
合
、除
却
、長
寿
命
化
な

ど
を
計
画
的
に
行
い
、財
政
負
担
を
軽

減
、平
準
化
す
る
と
と
も
に
、公
共
施
設

の
適
正
な
配
置
の
実
現
を
目
的
と
し
て

策
定
す
る
も
の
で
す
。

《
計
画（
案
）の
概
要
》

本
計
画（
案
）に
は
、人
口
の
推
移
、高

齢
化
、公
共
施
設
な
ど
の
維
持
補
修
費
、

将
来
の
更
新
費
用
な
ど
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
施
設
類
型
ご
と
に
、利
用

状
況
、老
朽
化
、施
設
の
重
複
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、①
必
要
性
の
検
証
、②
機
能

性
の
向
上
、③
公
平
性
の
確
保
、④
地
域

性
の
配
慮
の
視
点
か
ら
検
討
を
重
ね
、公

共
施
設
ご
と
に
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
基
本
方
針
を
記
載
し
て
い
ま
す
。本

紙（
広
報
な
ご
み
）で
は
、主
な
内
容
の
も

の
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

1 
人
口
の
動
向
と
将
来
予
測

１
９
７
５
年
に
１
４
，０
０
０
人
を
超

え
て
い
た
人
口
が
、２
０
３
５
年
に
は
６

割
程
度（
約
８
，４
０
０
人
）に
減
る
見
込

み
で
す
。

―

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い―

和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
案
）へ
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先
　
本
庁
　
総
務
課
　
財
政
係

☎
０
９
６
８・８
６・５
７
２
０

朽
化
が
進
み
、傷
み
が
激
し
い
こ
と
か
ら

建
替
え
は
行
わ
ず
取
り
壊
す
こ
と
を
検

討
し
ま
す
。神
尾
教
職
員
住
宅
は
、維
持

補
修
を
し
な
が
ら
引
き
続
き
使
用
し
て

い
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
終
え

計
画
策
定
後
は
、町
の
基
本
計
画
に
位
置

付
け
ら
れ
た
実
施
計
画
の
中
に
具
体
的

な
施
策
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

◆
意
見
の
提
出
方
法
に
つ
い
て

１ 

公
表
の
方
法

（
１
）本
庁
総
務
課
、総
合
支
所
住
民
課

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
２
）町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.tow

n.nagom
i.l

g.jp/)

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
３
）公
表
の
内
容

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）」及
び「
意
見
書
」様
式

「
和
水
町
公
共
施
設
再
配
置
計
画
書

（
案
）…

資
料

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要
綱
」…資

料

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要
領
」…資

料

２ 

意
見
の
提
出
が
で
き
る
人

（
１
）本
町
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す

る
人

（
２
）本
町
の
区
域
内
に
事
務
所
ま
た

は
事
業
所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び

法
人
そ
の
他
の
団
体

（
３
）本
町
の
区
域
内
の
事
務
所
ま
た

は
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

（
４
）本
町
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有

す
る
個
人
お
よ
び
法
人

（
５
）本
手
続
き
に
関
す
る
事
案
に
利

害
関
係
を
有
す
る
人

３ 

意
見
の
提
出
方
法

上
記
、「
意
見
書
」に
必
要
事
項（
住

所
、氏
名（
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
場
合

は
、そ
の
名
称
、代
表
者
な
ど
の
意
見
者

の
氏
名
お
よ
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
）お
よ
び
連
絡
先（
電
話
番
号
、メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
）を
明
記
の
う
え
、意
見
提
出

期
間
内
に
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、意
見
は

日
本
語
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）電
子
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
場
合
電

2 

公
共
施
設
全
体
の
更
新
費
用

建
築
系
、土
木
系
、企
業
会
計
す
べ
て

の
公
共
施
設
の
更
新
費
用
を
国
が
示
し

た
試
算
用
ソ
フ
ト
に
よ
り
算
出
し
た
結

果
、2
0
1
4
年
以
降
の
40
年
間
で
、６

０
３
億
７
千
万
円（
年
平
均
15
億
１
千
万

円
）か
か
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

一
方
、直
近
５
ヶ
年
の
公
共
施
設
に
係

る
投
資
的
経
費
は
、年
平
均
約
８
億
５
千

万
円
で
す
の
で
、40
年
間
の
年
平
均
更
新

費
用
と
比
較
す
る
と
、毎
年
６
億
６
千
万

円
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

3 

施
設
類
型
ご
と
の
基
本
方
針

本
計
画（
案
）の
結
論
部
分
で
あ
る
施

設
の
基
本
方
針
を
４
例
抜
粋
し
て
掲
載

し
ま
す
。

（
１
）町
民
文
化
施
設

春
富
集
会
セ
ン
タ
ー
と
農
業
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
は
、築
30
年
を
超
え
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、配
置
状
況
を
見
て
み
る
と
菊
水

地
区
に
１
施
設（
中
央
公
民
館
）、三
加
和

地
区
に
３
施
設（
三
加
和
公
民
館・春
富
集

会
セ
ン
タ
ー・農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
）

と
地
域
的
な
偏
り
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、三
加
和

地
区
に
お
い
て
は
、最
も
施
設
の
状
態
が

良
い
三
加
和
公
民
館
に
春
富
集
会
セ
ン

タ
ー
と
農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
将
来
に
向
け
集
約
す
る
こ
と
と
し

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
２
）社
会
教
育
系
施
設

肥
後
民
家
村
に
つ
い
て
は
、築
35
年
を

経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後
、大
規

模
改
修
に
係
る
改
修
費
用
な
ど
に
お
い

て
多
額
の
支
出
が
見
込
ま
れ
ま
す
。施
設

の
活
用
状
況
を
見
て
み
る
と
、施
設
内
に

点
在
す
る
古
民
家
、体
験
施
設
な
ど
の

利
用
者
は
、こ
こ
数
年
増
加
と
減
少
を
繰

り
返
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
、施
設
の
活
用
方
法
な
ど

に
つ
い
て
の
検
討
と
併
せ
て
、維
持
補
修

費
な
ど
の
財
政
面
か
ら
の
施
設
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。歴

史
民
俗
資
料
館
に
お
い
て
は
、施
設

の
傷
み
も
激
し
く
、入
館
者
な
ど
に
つ
い

て
も
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、活
用
方

法
の
検
討
と
併
せ
て
用
途
廃
止
も
含
め

た
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
ま
す
。

（
３
）行
政
系
施
設

総
合
支
所
は
、築
50
年
を
経
過
し
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。今
後
、支
所
機

能
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、大
規
模
改
修

に
よ
る
莫
大
な
費
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、総
合
支
所
は
２
階
の
議
場
跡
を

は
じ
め
未
使
用
の
部
屋
や
倉
庫
と
し
て

使
用
す
る
な
ど
機
能
的
に
も
規
模
的
に

も
余
剰
ス
ペ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、総
合
支

所
に
お
い
て
は
、支
所
機
能
を
分
庁
方
式

へ
、ま
た
将
来
に
向
け
隣
接
す
る
三
加
和

公
民
館
へ
の
支
所
機
能
の
複
合
化
も
視

野
に
入
れ
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

（
４
）そ
の
他

春
富
教
職
員
住
宅
並
び
に
菊
水
教
職

員
住
宅
に
つ
い
て
は
、築
40
年
を
超
え
老

朽
化
が
進
み
、傷
み
が
激
し
い
こ
と
か
ら

建
替
え
は
行
わ
ず
取
り
壊
す
こ
と
を
検

討
し
ま
す
。神
尾
教
職
員
住
宅
は
、維
持

補
修
を
し
な
が
ら
引
き
続
き
使
用
し
て

い
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
終
え

計
画
策
定
後
は
、町
の
基
本
計
画
に
位
置

付
け
ら
れ
た
実
施
計
画
の
中
に
具
体
的
な

施
策
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
意
見
の
提
出
方
法
に
つ
い
て

１ 

公
表
の
方
法

（
１
）本
庁
総
務
課
、総
合
支
所
住
民

　
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
２
）町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.tow

n.nagom
i.

lg.jp/)

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
３
）公
表
の
内
容

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）」及
び「
意
見
書
」様
式

「
和
水
町
公
共
施
設
再
配
置
計
画
書

（
案
）…

資
料

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要

綱
」…

資
料

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要

領
」…

資
料

２ 

意
見
の
提
出
が
で
き
る
人

（
１
）本
町
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
人

（
２
）本
町
の
区
域
内
に
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人

そ
の
他
の
団
体

（
３
）本
町
の
区
域
内
の
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
に
勤
務
す
る
人

（
４
）本
町
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す

る
個
人
お
よ
び
法
人

（
５
）本
手
続
き
に
関
す
る
事
案
に
利
害

関
係
を
有
す
る
人

３ 

意
見
の
提
出
方
法

右
記
、「
意
見
書
」に
必
要
事
項（
住

所
、氏
名（
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
場
合

は
、そ
の
名
称
、代
表
者
な
ど
の
意
見
者

の
氏
名
お
よ
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
）お
よ
び
連
絡
先（
電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
）を
明
記
の
う
え
、意
見
提
出
期
間

内
に
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、意
見
は
日
本
語
で

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）電
子
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
場
合
電

子
メ
ー
ル
　
ア
ド
レ
ス  

soum
u@
tow
n.nagom

i.lg.jp

意
見
提
出
先
：
総
務
課
財
政
係
宛
て

※

電
子
メ
ー
ル
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
和
水

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
案
）

に
対
す
る
意
見
提
出
」と
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

（
２
）郵
送
す
る
場
合

〒
８
６
５‐

０
１
９
２

和
水
町
江
田
３
８
８
６
番
地

総
務
課
財
政
係
　
宛
て

（
３
）Ｆ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
場
合

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号：０
９
６
８‐

８
６‐

４
２
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
先：総
務
課
財
政
係
宛
て

※

意
見
提
出
の
未
送
達
を
防
ぐ
た
め
、

送
付
後
に
電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
電
話
番
号：０
９
６
８‐

８
６‐

５
７
２
０

（
４
）持
参
す
る
場
合

 

　
本
庁
２
階
、総
務
課
財
政
係
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
な
お
、土・日・祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の

間
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
電
話
、口
頭
、匿
名
で
の
意
見
は

（※総務省 公共施設等更新費用試算ソフトVer.2 より算定）

公共施設全体の更新費用

受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

４ 

意
見
提
出
締
切
日

10
月
30
日（
金
）午
後
５
時
15
分
必
着

（
た
だ
し
、郵
送
に
つ
い
て
は
、10
月
30
日

（
金
）付
け
の
消
印
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。）

５ 

留
意
事
項

提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、和
水

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、本

庁
総
務
課
、総
合
支
所
住
民
課
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

住
所（
所
在
地
）、電
話
番
号
お
よ
び

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、意
見
提
出
の
内
容

に
不
明
な
点
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
の
連

絡・確
認
の
た
め
に
の
み
利
用
し
、意
見

提
出
の
公
開
の
際
に
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

な
お
、意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は

い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。ま
た
、和
水
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
実
施
要
綱
第
６
条
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
き
、提
出
者
の
氏
名
な
ど
の

記
載
が
な
い
意
見
な
ど
に
つ
い
て
は
、提

出
意
見
の
公
開
の
際
に
回
答
を
い
た
し

か
ね
ま
す
。

公共施設とインフラ全体の投資的経費
建 築 系 土 木 系 企業会計 合 計

9.２億円 ５.１億円 ０.８億円 １５.１億円更新費用（40年間平均）

５カ年平均 ４.５億円 ４.０億円 ０億円 ８.５億円投資的経費

５カ年平均 △４.７億円 △１.１億円 △０.８億円 △６.６億円不足分

不足する額６億６千万円は、2014年以降40年間の年平均金額15億1千万円の約40%に当たります。よって、毎
年の施設更新費用を約40%削減しなければならないことになります。

9│広報なごみ│2015 October│ │広報なごみ│2015 October│8│広報なごみ│2015 October│10



■
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

町
の
施
策
の
基
本
方
針
と
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
計
画
な
ど
の
意
思
決
定
の
過
程

に
お
い
て
、当
該
計
画（
案
）を
公
表
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
求
め
、提

出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て
意
思
決
定

を
行
う
こ
と
で
す
。

今
回
は
、「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画（
案
）」に
つ
い
て
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

意
見
の
提
出
方
法
な
ど
は
、本
件
記
事

後
半
の
◆
意
見
の
提
出
方
法
に
つ
い
て

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
案
）に
つ
い
て

以
下
、本
計
画（
案
）に
つ
い
て
、説
明

し
ま
す
。

※

当
該
計
画
書（
案
）は
、本
庁
総
務
課
、

総
合
支
所
住
民
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

《
趣
旨
》

全
国
的
に
公
共
施
設
な
ど
の
老
朽
化

が
急
速
に
進
展
す
る
中
、「
新
し
く
造
る

こ
と
」か
ら「
賢
く
使
う
こ
と
」へ
の
重
点

化
が
課
題
と
し
て
、国
で
は「
イ
ン
フ
ラ

長
寿
命
化
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る

公
共
施
設
な
ど
の
全
体
の
状
況
を
把
握

し
、当
該
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く

現
状
お
よ
び
将
来
の
見
通
し
を
分
析
し
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
公
共
施
設
な
ど
の

管
理
の
基
本
的
な
方
針
を
内
容
と
す
る

計
画
を
定
め
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
て
お

り
ま
す
。

そ
こ
で
、本
町
に
お
い
て
は
、議
会
、住

民
団
体
な
ど
の
代
表
者
か
ら
な
る「
公
共

施
設
再
配
置
検
討
委
員
会
」を
組
織
し
、

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
の
あ
り

方
を
検
討
し
、基
本
的
な
方
針
を
定
め

た
和
水
町
公
共
施
設
再
配
置
計
画（
案
）

を
策
定
し
、本
計
画（
案
）に
反
映
し
ま
し

た
。

《
計
画
策
定
の
目
的
》

今
後
、財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
、

人
口
減
少
、高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ

り
、公
共
施
設
な
ど
の
利
用
需
要
の
変
化

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、老
朽

化
、維
持
管
理
の
経
費
な
ど
施
設
全
体
の

状
況
を
把
握
し
、長
期
的
な
視
点
を
も
っ

て
、更
新
、統
廃
合
、除
却
、長
寿
命
化
な

ど
を
計
画
的
に
行
い
、財
政
負
担
を
軽

減
、平
準
化
す
る
と
と
も
に
、公
共
施
設

の
適
正
な
配
置
の
実
現
を
目
的
と
し
て

策
定
す
る
も
の
で
す
。

《
計
画（
案
）の
概
要
》

本
計
画（
案
）に
は
、人
口
の
推
移
、高

齢
化
、公
共
施
設
な
ど
の
維
持
補
修
費
、

将
来
の
更
新
費
用
な
ど
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
施
設
類
型
ご
と
に
、利
用

状
況
、老
朽
化
、施
設
の
重
複
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、①
必
要
性
の
検
証
、②
機
能

性
の
向
上
、③
公
平
性
の
確
保
、④
地
域

性
の
配
慮
の
視
点
か
ら
検
討
を
重
ね
、公

共
施
設
ご
と
に
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
基
本
方
針
を
記
載
し
て
い
ま
す
。本

紙（
広
報
な
ご
み
）で
は
、主
な
内
容
の
も

の
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

1 

人
口
の
動
向
と
将
来
予
測

１
９
７
５
年
に
１
４
，０
０
０
人
を
超

え
て
い
た
人
口
が
、２
０
３
５
年
に
は
６

割
程
度（
約
８
，４
０
０
人
）に
減
る
見
込

み
で
す
。

―

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い―

和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
案
）へ
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先
　
本
庁
　
総
務
課
　
財
政
係

☎
０
９
６
８・８
６・５
７
２
０

朽
化
が
進
み
、傷
み
が
激
し
い
こ
と
か
ら

建
替
え
は
行
わ
ず
取
り
壊
す
こ
と
を
検

討
し
ま
す
。神
尾
教
職
員
住
宅
は
、維
持

補
修
を
し
な
が
ら
引
き
続
き
使
用
し
て

い
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
終
え

計
画
策
定
後
は
、町
の
基
本
計
画
に
位
置

付
け
ら
れ
た
実
施
計
画
の
中
に
具
体
的

な
施
策
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

◆
意
見
の
提
出
方
法
に
つ
い
て

１ 

公
表
の
方
法

（
１
）本
庁
総
務
課
、総
合
支
所
住
民
課

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
２
）町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.tow

n.nagom
i.l

g.jp/)

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
３
）公
表
の
内
容

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）」及
び「
意
見
書
」様
式

「
和
水
町
公
共
施
設
再
配
置
計
画
書

（
案
）…

資
料

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要
綱
」…資

料

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要
領
」…資

料

２ 

意
見
の
提
出
が
で
き
る
人

（
１
）本
町
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す

る
人

（
２
）本
町
の
区
域
内
に
事
務
所
ま
た

は
事
業
所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び

法
人
そ
の
他
の
団
体

（
３
）本
町
の
区
域
内
の
事
務
所
ま
た

は
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

（
４
）本
町
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有

す
る
個
人
お
よ
び
法
人

（
５
）本
手
続
き
に
関
す
る
事
案
に
利

害
関
係
を
有
す
る
人

３ 

意
見
の
提
出
方
法

上
記
、「
意
見
書
」に
必
要
事
項（
住

所
、氏
名（
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
場
合

は
、そ
の
名
称
、代
表
者
な
ど
の
意
見
者

の
氏
名
お
よ
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
）お
よ
び
連
絡
先（
電
話
番
号
、メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
）を
明
記
の
う
え
、意
見
提
出

期
間
内
に
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、意
見
は

日
本
語
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）電
子
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
場
合
電

2 

公
共
施
設
全
体
の
更
新
費
用

建
築
系
、土
木
系
、企
業
会
計
す
べ
て

の
公
共
施
設
の
更
新
費
用
を
国
が
示
し

た
試
算
用
ソ
フ
ト
に
よ
り
算
出
し
た
結

果
、2
0
1
4
年
以
降
の
40
年
間
で
、６

０
３
億
７
千
万
円（
年
平
均
15
億
１
千
万

円
）か
か
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

一
方
、直
近
５
ヶ
年
の
公
共
施
設
に
係

る
投
資
的
経
費
は
、年
平
均
約
８
億
５
千

万
円
で
す
の
で
、40
年
間
の
年
平
均
更
新

費
用
と
比
較
す
る
と
、毎
年
６
億
６
千
万

円
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

3 

施
設
類
型
ご
と
の
基
本
方
針

本
計
画（
案
）の
結
論
部
分
で
あ
る
施

設
の
基
本
方
針
を
４
例
抜
粋
し
て
掲
載

し
ま
す
。

（
１
）町
民
文
化
施
設

春
富
集
会
セ
ン
タ
ー
と
農
業
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
は
、築
30
年
を
超
え
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、配
置
状
況
を
見
て
み
る
と
菊
水

地
区
に
１
施
設（
中
央
公
民
館
）、三
加
和

地
区
に
３
施
設（
三
加
和
公
民
館・春
富
集

会
セ
ン
タ
ー・農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
）

と
地
域
的
な
偏
り
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、三
加
和

地
区
に
お
い
て
は
、最
も
施
設
の
状
態
が

良
い
三
加
和
公
民
館
に
春
富
集
会
セ
ン

タ
ー
と
農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
将
来
に
向
け
集
約
す
る
こ
と
と
し

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
２
）社
会
教
育
系
施
設

肥
後
民
家
村
に
つ
い
て
は
、築
35
年
を

経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後
、大
規

模
改
修
に
係
る
改
修
費
用
な
ど
に
お
い

て
多
額
の
支
出
が
見
込
ま
れ
ま
す
。施
設

の
活
用
状
況
を
見
て
み
る
と
、施
設
内
に

点
在
す
る
古
民
家
、体
験
施
設
な
ど
の

利
用
者
は
、こ
こ
数
年
増
加
と
減
少
を
繰

り
返
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
、施
設
の
活
用
方
法
な
ど

に
つ
い
て
の
検
討
と
併
せ
て
、維
持
補
修

費
な
ど
の
財
政
面
か
ら
の
施
設
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。歴

史
民
俗
資
料
館
に
お
い
て
は
、施
設

の
傷
み
も
激
し
く
、入
館
者
な
ど
に
つ
い

て
も
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、活
用
方

法
の
検
討
と
併
せ
て
用
途
廃
止
も
含
め

た
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
ま
す
。

（
３
）行
政
系
施
設

総
合
支
所
は
、築
50
年
を
経
過
し
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。今
後
、支
所
機

能
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、大
規
模
改
修

に
よ
る
莫
大
な
費
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、総
合
支
所
は
２
階
の
議
場
跡
を

は
じ
め
未
使
用
の
部
屋
や
倉
庫
と
し
て

使
用
す
る
な
ど
機
能
的
に
も
規
模
的
に

も
余
剰
ス
ペ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、総
合
支

所
に
お
い
て
は
、支
所
機
能
を
分
庁
方
式

へ
、ま
た
将
来
に
向
け
隣
接
す
る
三
加
和

公
民
館
へ
の
支
所
機
能
の
複
合
化
も
視

野
に
入
れ
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

（
４
）そ
の
他

春
富
教
職
員
住
宅
並
び
に
菊
水
教
職

員
住
宅
に
つ
い
て
は
、築
40
年
を
超
え
老

朽
化
が
進
み
、傷
み
が
激
し
い
こ
と
か
ら

建
替
え
は
行
わ
ず
取
り
壊
す
こ
と
を
検

討
し
ま
す
。神
尾
教
職
員
住
宅
は
、維
持

補
修
を
し
な
が
ら
引
き
続
き
使
用
し
て

い
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
終
え

計
画
策
定
後
は
、町
の
基
本
計
画
に
位
置

付
け
ら
れ
た
実
施
計
画
の
中
に
具
体
的
な

施
策
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
意
見
の
提
出
方
法
に
つ
い
て

１ 

公
表
の
方
法

（
１
）本
庁
総
務
課
、総
合
支
所
住
民

　
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
２
）町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.tow

n.nagom
i.

lg.jp/)

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
３
）公
表
の
内
容

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）」及
び「
意
見
書
」様
式

「
和
水
町
公
共
施
設
再
配
置
計
画
書

（
案
）…

資
料

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要

綱
」…

資
料

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要

領
」…

資
料

２ 

意
見
の
提
出
が
で
き
る
人

（
１
）本
町
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
人

（
２
）本
町
の
区
域
内
に
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人

そ
の
他
の
団
体

（
３
）本
町
の
区
域
内
の
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
に
勤
務
す
る
人

（
４
）本
町
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す

る
個
人
お
よ
び
法
人

（
５
）本
手
続
き
に
関
す
る
事
案
に
利
害

関
係
を
有
す
る
人

３ 

意
見
の
提
出
方
法

右
記
、「
意
見
書
」に
必
要
事
項（
住

所
、氏
名（
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
場
合

は
、そ
の
名
称
、代
表
者
な
ど
の
意
見
者

の
氏
名
お
よ
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
）お
よ
び
連
絡
先（
電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
）を
明
記
の
う
え
、意
見
提
出
期
間

内
に
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、意
見
は
日
本
語
で

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）電
子
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
場
合
電

子
メ
ー
ル
　
ア
ド
レ
ス  

soum
u@
tow
n.nagom

i.lg.jp

意
見
提
出
先
：
総
務
課
財
政
係
宛
て

※

電
子
メ
ー
ル
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
和
水

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
案
）

に
対
す
る
意
見
提
出
」と
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

（
２
）郵
送
す
る
場
合

〒
８
６
５‐

０
１
９
２

和
水
町
江
田
３
８
８
６
番
地

総
務
課
財
政
係
　
宛
て

（
３
）Ｆ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
場
合

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号：０
９
６
８‐

８
６‐

４
２
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
先：総
務
課
財
政
係
宛
て

※

意
見
提
出
の
未
送
達
を
防
ぐ
た
め
、

送
付
後
に
電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
電
話
番
号：０
９
６
８‐

８
６‐

５
７
２
０

（
４
）持
参
す
る
場
合

 

　
本
庁
２
階
、総
務
課
財
政
係
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
な
お
、土・日・祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の

間
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
電
話
、口
頭
、匿
名
で
の
意
見
は

（※総務省 公共施設等更新費用試算ソフトVer.2 より算定）

公共施設全体の更新費用

受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

４ 

意
見
提
出
締
切
日

10
月
30
日（
金
）午
後
５
時
15
分
必
着

（
た
だ
し
、郵
送
に
つ
い
て
は
、10
月
30
日

（
金
）付
け
の
消
印
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。）

５ 

留
意
事
項

提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、和
水

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、本

庁
総
務
課
、総
合
支
所
住
民
課
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

住
所（
所
在
地
）、電
話
番
号
お
よ
び

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、意
見
提
出
の
内
容

に
不
明
な
点
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
の
連

絡・確
認
の
た
め
に
の
み
利
用
し
、意
見

提
出
の
公
開
の
際
に
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

な
お
、意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は

い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。ま
た
、和
水
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
実
施
要
綱
第
６
条
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
き
、提
出
者
の
氏
名
な
ど
の

記
載
が
な
い
意
見
な
ど
に
つ
い
て
は
、提

出
意
見
の
公
開
の
際
に
回
答
を
い
た
し

か
ね
ま
す
。

公共施設とインフラ全体の投資的経費
建 築 系 土 木 系 企業会計 合 計

9.２億円 ５.１億円 ０.８億円 １５.１億円更新費用（40年間平均）

５カ年平均 ４.５億円 ４.０億円 ０億円 ８.５億円投資的経費

５カ年平均 △４.７億円 △１.１億円 △０.８億円 △６.６億円不足分

不足する額６億６千万円は、2014年以降40年間の年平均金額15億1千万円の約40%に当たります。よって、毎
年の施設更新費用を約40%削減しなければならないことになります。

9│広報なごみ│2015 October│ │広報なごみ│2015 October│8│広報なごみ│2015 October│10



■
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

町
の
施
策
の
基
本
方
針
と
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
計
画
な
ど
の
意
思
決
定
の
過
程

に
お
い
て
、当
該
計
画（
案
）を
公
表
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
求
め
、提

出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て
意
思
決
定

を
行
う
こ
と
で
す
。

今
回
は
、「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画（
案
）」に
つ
い
て
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

意
見
の
提
出
方
法
な
ど
は
、本
件
記
事

後
半
の
◆
意
見
の
提
出
方
法
に
つ
い
て

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
案
）に
つ
い
て

以
下
、本
計
画（
案
）に
つ
い
て
、説
明

し
ま
す
。

※

当
該
計
画
書（
案
）は
、本
庁
総
務
課
、

総
合
支
所
住
民
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

《
趣
旨
》

全
国
的
に
公
共
施
設
な
ど
の
老
朽
化

が
急
速
に
進
展
す
る
中
、「
新
し
く
造
る

こ
と
」か
ら「
賢
く
使
う
こ
と
」へ
の
重
点

化
が
課
題
と
し
て
、国
で
は「
イ
ン
フ
ラ

長
寿
命
化
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る

公
共
施
設
な
ど
の
全
体
の
状
況
を
把
握

し
、当
該
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く

現
状
お
よ
び
将
来
の
見
通
し
を
分
析
し
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
公
共
施
設
な
ど
の

管
理
の
基
本
的
な
方
針
を
内
容
と
す
る

計
画
を
定
め
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
て
お

り
ま
す
。

そ
こ
で
、本
町
に
お
い
て
は
、議
会
、住

民
団
体
な
ど
の
代
表
者
か
ら
な
る「
公
共

施
設
再
配
置
検
討
委
員
会
」を
組
織
し
、

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
の
あ
り

方
を
検
討
し
、基
本
的
な
方
針
を
定
め

た
和
水
町
公
共
施
設
再
配
置
計
画（
案
）

を
策
定
し
、本
計
画（
案
）に
反
映
し
ま
し

た
。

《
計
画
策
定
の
目
的
》

今
後
、財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
、

人
口
減
少
、高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ

り
、公
共
施
設
な
ど
の
利
用
需
要
の
変
化

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、老
朽

化
、維
持
管
理
の
経
費
な
ど
施
設
全
体
の

状
況
を
把
握
し
、長
期
的
な
視
点
を
も
っ

て
、更
新
、統
廃
合
、除
却
、長
寿
命
化
な

ど
を
計
画
的
に
行
い
、財
政
負
担
を
軽

減
、平
準
化
す
る
と
と
も
に
、公
共
施
設

の
適
正
な
配
置
の
実
現
を
目
的
と
し
て

策
定
す
る
も
の
で
す
。

《
計
画（
案
）の
概
要
》

本
計
画（
案
）に
は
、人
口
の
推
移
、高

齢
化
、公
共
施
設
な
ど
の
維
持
補
修
費
、

将
来
の
更
新
費
用
な
ど
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
施
設
類
型
ご
と
に
、利
用

状
況
、老
朽
化
、施
設
の
重
複
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、①
必
要
性
の
検
証
、②
機
能

性
の
向
上
、③
公
平
性
の
確
保
、④
地
域

性
の
配
慮
の
視
点
か
ら
検
討
を
重
ね
、公

共
施
設
ご
と
に
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
基
本
方
針
を
記
載
し
て
い
ま
す
。本

紙（
広
報
な
ご
み
）で
は
、主
な
内
容
の
も

の
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

1 

人
口
の
動
向
と
将
来
予
測

１
９
７
５
年
に
１
４
，０
０
０
人
を
超

え
て
い
た
人
口
が
、２
０
３
５
年
に
は
６

割
程
度（
約
８
，４
０
０
人
）に
減
る
見
込

み
で
す
。

―

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い―

和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
案
）へ
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先
　
本
庁
　
総
務
課
　
財
政
係

☎
０
９
６
８・８
６・５
７
２
０

朽
化
が
進
み
、傷
み
が
激
し
い
こ
と
か
ら

建
替
え
は
行
わ
ず
取
り
壊
す
こ
と
を
検

討
し
ま
す
。神
尾
教
職
員
住
宅
は
、維
持

補
修
を
し
な
が
ら
引
き
続
き
使
用
し
て

い
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
終
え

計
画
策
定
後
は
、町
の
基
本
計
画
に
位
置

付
け
ら
れ
た
実
施
計
画
の
中
に
具
体
的

な
施
策
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

◆
意
見
の
提
出
方
法
に
つ
い
て

１ 

公
表
の
方
法

（
１
）本
庁
総
務
課
、総
合
支
所
住
民
課

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
２
）町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.tow

n.nagom
i.l

g.jp/)

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
３
）公
表
の
内
容

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）」及
び「
意
見
書
」様
式

「
和
水
町
公
共
施
設
再
配
置
計
画
書

（
案
）…

資
料

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要
綱
」…資

料

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要
領
」…資

料

２ 

意
見
の
提
出
が
で
き
る
人

（
１
）本
町
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す

る
人

（
２
）本
町
の
区
域
内
に
事
務
所
ま
た

は
事
業
所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び

法
人
そ
の
他
の
団
体

（
３
）本
町
の
区
域
内
の
事
務
所
ま
た

は
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

（
４
）本
町
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有

す
る
個
人
お
よ
び
法
人

（
５
）本
手
続
き
に
関
す
る
事
案
に
利

害
関
係
を
有
す
る
人

３ 

意
見
の
提
出
方
法

上
記
、「
意
見
書
」に
必
要
事
項（
住

所
、氏
名（
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
場
合

は
、そ
の
名
称
、代
表
者
な
ど
の
意
見
者

の
氏
名
お
よ
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
）お
よ
び
連
絡
先（
電
話
番
号
、メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
）を
明
記
の
う
え
、意
見
提
出

期
間
内
に
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、意
見
は

日
本
語
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）電
子
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
場
合
電

2 

公
共
施
設
全
体
の
更
新
費
用

建
築
系
、土
木
系
、企
業
会
計
す
べ
て

の
公
共
施
設
の
更
新
費
用
を
国
が
示
し

た
試
算
用
ソ
フ
ト
に
よ
り
算
出
し
た
結

果
、2
0
1
4
年
以
降
の
40
年
間
で
、６

０
３
億
７
千
万
円（
年
平
均
15
億
１
千
万

円
）か
か
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

一
方
、直
近
５
ヶ
年
の
公
共
施
設
に
係

る
投
資
的
経
費
は
、年
平
均
約
８
億
５
千

万
円
で
す
の
で
、40
年
間
の
年
平
均
更
新

費
用
と
比
較
す
る
と
、毎
年
６
億
６
千
万

円
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

3 

施
設
類
型
ご
と
の
基
本
方
針

本
計
画（
案
）の
結
論
部
分
で
あ
る
施

設
の
基
本
方
針
を
４
例
抜
粋
し
て
掲
載

し
ま
す
。

（
１
）町
民
文
化
施
設

春
富
集
会
セ
ン
タ
ー
と
農
業
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
は
、築
30
年
を
超
え
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、配
置
状
況
を
見
て
み
る
と
菊
水

地
区
に
１
施
設（
中
央
公
民
館
）、三
加
和

地
区
に
３
施
設（
三
加
和
公
民
館・春
富
集

会
セ
ン
タ
ー・農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
）

と
地
域
的
な
偏
り
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、三
加
和

地
区
に
お
い
て
は
、最
も
施
設
の
状
態
が

良
い
三
加
和
公
民
館
に
春
富
集
会
セ
ン

タ
ー
と
農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
将
来
に
向
け
集
約
す
る
こ
と
と
し

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
２
）社
会
教
育
系
施
設

肥
後
民
家
村
に
つ
い
て
は
、築
35
年
を

経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後
、大
規

模
改
修
に
係
る
改
修
費
用
な
ど
に
お
い

て
多
額
の
支
出
が
見
込
ま
れ
ま
す
。施
設

の
活
用
状
況
を
見
て
み
る
と
、施
設
内
に

点
在
す
る
古
民
家
、体
験
施
設
な
ど
の

利
用
者
は
、こ
こ
数
年
増
加
と
減
少
を
繰

り
返
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
、施
設
の
活
用
方
法
な
ど

に
つ
い
て
の
検
討
と
併
せ
て
、維
持
補
修

費
な
ど
の
財
政
面
か
ら
の
施
設
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。歴

史
民
俗
資
料
館
に
お
い
て
は
、施
設

の
傷
み
も
激
し
く
、入
館
者
な
ど
に
つ
い

て
も
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、活
用
方

法
の
検
討
と
併
せ
て
用
途
廃
止
も
含
め

た
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
ま
す
。

（
３
）行
政
系
施
設

総
合
支
所
は
、築
50
年
を
経
過
し
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。今
後
、支
所
機

能
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、大
規
模
改
修

に
よ
る
莫
大
な
費
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、総
合
支
所
は
２
階
の
議
場
跡
を

は
じ
め
未
使
用
の
部
屋
や
倉
庫
と
し
て

使
用
す
る
な
ど
機
能
的
に
も
規
模
的
に

も
余
剰
ス
ペ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、総
合
支

所
に
お
い
て
は
、支
所
機
能
を
分
庁
方
式

へ
、ま
た
将
来
に
向
け
隣
接
す
る
三
加
和

公
民
館
へ
の
支
所
機
能
の
複
合
化
も
視

野
に
入
れ
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

（
４
）そ
の
他

春
富
教
職
員
住
宅
並
び
に
菊
水
教
職

員
住
宅
に
つ
い
て
は
、築
40
年
を
超
え
老

朽
化
が
進
み
、傷
み
が
激
し
い
こ
と
か
ら

建
替
え
は
行
わ
ず
取
り
壊
す
こ
と
を
検

討
し
ま
す
。神
尾
教
職
員
住
宅
は
、維
持

補
修
を
し
な
が
ら
引
き
続
き
使
用
し
て

い
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
終
え

計
画
策
定
後
は
、町
の
基
本
計
画
に
位
置

付
け
ら
れ
た
実
施
計
画
の
中
に
具
体
的
な

施
策
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
意
見
の
提
出
方
法
に
つ
い
て

１ 

公
表
の
方
法

（
１
）本
庁
総
務
課
、総
合
支
所
住
民

　
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
２
）町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.tow

n.nagom
i.

lg.jp/)

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
３
）公
表
の
内
容

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）」及
び「
意
見
書
」様
式

「
和
水
町
公
共
施
設
再
配
置
計
画
書

（
案
）…

資
料

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要

綱
」…

資
料

「
和
水
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要

領
」…

資
料

２ 
意
見
の
提
出
が
で
き
る
人

（
１
）本
町
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
人

（
２
）本
町
の
区
域
内
に
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人

そ
の
他
の
団
体

（
３
）本
町
の
区
域
内
の
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
に
勤
務
す
る
人

（
４
）本
町
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す

る
個
人
お
よ
び
法
人

（
５
）本
手
続
き
に
関
す
る
事
案
に
利
害

関
係
を
有
す
る
人

３ 

意
見
の
提
出
方
法

右
記
、「
意
見
書
」に
必
要
事
項（
住

所
、氏
名（
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
場
合

は
、そ
の
名
称
、代
表
者
な
ど
の
意
見
者

の
氏
名
お
よ
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
）お
よ
び
連
絡
先（
電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
）を
明
記
の
う
え
、意
見
提
出
期
間

内
に
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、意
見
は
日
本
語
で

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）電
子
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
場
合
電

子
メ
ー
ル
　
ア
ド
レ
ス  
soum

u@
tow
n.nagom

i.lg.jp

意
見
提
出
先
：
総
務
課
財
政
係
宛
て

※

電
子
メ
ー
ル
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
和
水

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
案
）

に
対
す
る
意
見
提
出
」と
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

（
２
）郵
送
す
る
場
合

〒
８
６
５‐

０
１
９
２

和
水
町
江
田
３
８
８
６
番
地

総
務
課
財
政
係
　
宛
て

（
３
）Ｆ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
場
合

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号：０
９
６
８‐

８
６‐

４
２
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
先：総
務
課
財
政
係
宛
て

※

意
見
提
出
の
未
送
達
を
防
ぐ
た
め
、

送
付
後
に
電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
電
話
番
号：０
９
６
８‐

８
６‐

５
７
２
０

（
４
）持
参
す
る
場
合

 
　
本
庁
２
階
、総
務
課
財
政
係
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
な
お
、土・日・祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の

間
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
電
話
、口
頭
、匿
名
で
の
意
見
は

（※総務省 公共施設等更新費用試算ソフトVer.2 より算定）

公共施設全体の更新費用

受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

４ 

意
見
提
出
締
切
日

10
月
30
日（
金
）午
後
５
時
15
分
必
着

（
た
だ
し
、郵
送
に
つ
い
て
は
、10
月
30
日

（
金
）付
け
の
消
印
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。）

５ 

留
意
事
項

提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、和
水

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、本

庁
総
務
課
、総
合
支
所
住
民
課
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

住
所（
所
在
地
）、電
話
番
号
お
よ
び

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、意
見
提
出
の
内
容

に
不
明
な
点
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
の
連

絡・確
認
の
た
め
に
の
み
利
用
し
、意
見

提
出
の
公
開
の
際
に
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

な
お
、意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は

い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。ま
た
、和
水
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
実
施
要
綱
第
６
条
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
き
、提
出
者
の
氏
名
な
ど
の

記
載
が
な
い
意
見
な
ど
に
つ
い
て
は
、提

出
意
見
の
公
開
の
際
に
回
答
を
い
た
し

か
ね
ま
す
。

公共施設とインフラ全体の投資的経費
建 築 系 土 木 系 企業会計 合 計

9.２億円 ５.１億円 ０.８億円 １５.１億円更新費用（40年間平均）

５カ年平均 ４.５億円 ４.０億円 ０億円 ８.５億円投資的経費

５カ年平均 △４.７億円 △１.１億円 △０.８億円 △６.６億円不足分

不足する額６億６千万円は、2014年以降40年間の年平均金額15億1千万円の約40%に当たります。よって、毎
年の施設更新費用を約40%削減しなければならないことになります。

9│広報なごみ│2015 October│ │広報なごみ│2015 October│8│広報なごみ│2015 October│10



2015どう
ぶつ 　 ありあけ

愛

と　　き　11月１日（日） 午前１０時～午後３時
と こ ろ　玉名地域振興局　有明保健所（玉名市岩崎1004-1)
イベント　
● 新しい飼い主のための動物譲渡前講習会・譲渡会
● 動物慰霊祭　　● 図画作品の表彰・展示
● 長寿犬・体の不自由な動物の飼い主表彰・紹介など 

～人と動物にやさしい地域を目指して～

問い合わせ先　有明保健所　　　　　　　　　　　☎0968・72・2184
　　　　　　　本庁　税務住民課　生活環境係　　☎0968・86・5723
　　　　　　　総合支所　住民課　税務住民係　　☎0968・34・3111（内線752）

税務住民課健康福祉課社会教育課農業委員会農林振興課

11│広報なごみ│2015 October│

町内公民館で実施している介護予防教室（お茶の間筋トレ体操）で活動していただけるボランティアさ
んやリーダーさんを募集しています。活動内容は、体操前の体調チェック、体操時の声掛けなどです。ご自
身の健康づくりと介護予防のため、また地域のために活動を始めたいという人、このボランティア等養成
講座に参加してみませんか？
たくさんのご参加をお待ちしております！

午後２時～４時
三加和公民館（三加和総合支所　横）
無料
下記までお申し込みください。

と　き

受講料
申込方法

ところ

お茶の間筋トレ体操ボランティア等養成講座参加者募集

問い合わせ先　本庁　健康福祉課  地域包括支援係　　☎０９６８・８６・５７２４

※講座の内容は、多少変更することがあります。

開講式　～介護予防の基礎知識～11/ 5（木）1

転倒・骨折予防の基礎知識　～原因と予防のための運動～11/12（木）2

体験！　お茶の間筋トレ体操11/19（木）3

講座のまとめ・閉講式　～体力測定の方法、体操で使えるレクレーション他～11/26（木）4

内　　　　容と　き回

申込締切
10/23（金）



季節性インフルエンザの予防接種費用を助成します
町では、次の人を対象にインフルエンザ予防接種の助成を行います。
【高齢者】
対象者は、接種当日に和水町に住所を有し、①または②のいずれかにあてはまる人です。
① ６５歳以上の人　　② ６０歳以上６５歳未満で内臓疾患の身体障害者手帳１級程度を有する人

●償還払いの請求は、高齢者・子ども共に平成２８年２月２９日（月）までです。
●詳細につきましては、区長便を通じて各戸配布しておりますインフルエンザについての文書または町ホームページ
をご覧ください。

【子ども】
対象者は、接種当日に生後６カ月以上18歳以下（高校3年生年齢相当）の人です。

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　　☎0968・86・5724

１０月１日（木）～平成２８年１月３１日（日）　
※接種ができる期間は、医療機関により異なります。必ずご予約ください。

助 成 期 間

４，２００円／１人（上限）
※助成額上限を超えた分は、自己負担となります。上限を超えた分を医療機関にお支払いください。
　なお、自己負担額は、医療機関によって異なります。

助 成 額

和水町立病院、玉名郡市・鹿本医療機関など
※町ホームページに委託医療機関一覧を掲載しています。
※委託医療機関以外で接種を希望される場合は、お問い合わせください。

委 託 医 療
機 関

１回接 種 回 数

①　町内３医療機関（和水町立病院、和水クリニック、森の里クリニック）では、助成額上限を超えた分
をお支払いください。
　※接種を受ける際には、印鑑（認印可）をご持参ください。
②　①以外の医療機関で接種を受ける場合は、全額接種費用を支払った後に本庁健康福祉課へ「償
還払い請求」をしてください。
　※償還払い請求の時は、母子健康手帳、領収証、印鑑（認印可）、振込先口座のわかるものなどをご
　持参ください。
　※２回接種を受ける人は、２回目接種した後に申請手続きをしてください。

助 成 の
受 け 方

３，０００円／１回（上限）助 成 額

１０月１日（木）～平成２８年１月３１日（日）
※１３歳未満の人は、１回目を１２月３１日（木）までに接種し、２回目は平成２８年１月３１日（日）までに
接種してください。

助 成 期 間

①生後６カ月以上１３歳未満：２回　②１３歳以上：１回　
※予防接種を受ける時は、母子健康手帳、保険証を必ずご持参ください。※予診票は、医療機関に置
いてあります。

接 種 回 数

11月7日（土）～9日（月）
作品展示　　
7日（土） 午前９時～9日（月） 午後３時
ステージ発表
8日（日） 正午～
三加和公民館ところ

と　き

第10回 和水町文化祭開催

問い合わせ先　三加和公民館内　社会教育課　社会教育係　　☎０９６８・34・3047

玉名女子高校ダンス部の皆さん

玉名女子高校
ダンス部も出演

税務住民課健康福祉課社会教育課農業委員会農林振興課
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和水町農業委員のご紹介

農業委員担当地域一覧表

かま   ち　　　きょういち　　　　　　 　　　　　　　いし  はら　ふ　  じ　ろう

農業委員の任期満了に伴う改選が行われ、公選委員17名、選任委員７名の計24名の新しい委員が決まりま
した。
今後、３年間（平成27年８月1日～平成30年７月31日）にわたり、農家の代表として地域農業のさまざま
な課題に取り組み、農業振興に力を注いでいただく農業委員を担当地域ごとに紹介します。

会長　蒲池　恭一  ／ 会長代理　石原二千郎 

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
支
所
　
農
林
振
興
課
　
林
務
係

☎
０
９
６
８・３
４・３
１
１
１

（
内
線
７
２
５
）

電
気
柵
を
設
置
す
る
際
は
、感
電

防
止
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
と

る
こ
と
が
必
要
で
す
。電
気
柵
を
設

置
す
る
人
、し
て
い
る
人
は
、次
の

注
意
事
項
を
確
認・徹
底
し
、正
し

く
電
気
柵
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
庭
用
電
源
か
ら
直
接
接
続

さ
せ
な
い

家
庭
用
電
源
か
ら
直
接
電
気
柵

に
電
気
を
供
給
さ
せ
る
と
、人
や
家

畜
を
死
傷
さ
せ
る
事
故
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、絶
対

に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
電
気
柵
用
電
源
装
置
を
使
用

す
る

電
気
柵
に
電
気
を
供
給
す
る
場

合
は
、感
電
に
よ
り
人
に
危
険
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
、出
力
電
流
が
制
限

さ
れ
る
電
気
柵
用
電
源
装
置
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
危
険
表
示
を
行
う

人
が
見
や
す
い
よ
う
に
、適
切
な

位
置
や
間
隔
、見
や
す
い
文
字
で
危

険
で
あ
る
こ
と
の
表
示（
看
板
な
ど

の
設
置
）を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
漏
電
遮
断
器
を
設
置
す
る

３０
ボ
ル
ト
以
上
の
電
源
か
ら
電

気
を
供
給
す
る
場
合
は
、漏
電
に
よ

る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、漏
電
遮

断
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

●
開
閉
器（
ス
イ
ッ
チ
）を
設
置

す
る

電
気
柵
に
電
気
を
供
給
す
る
回

路
に
は
、電
気
柵
の
事
故
な
ど
が
発

生
し
た
時
に
、容
易
に
電
源
か
ら
開

放
で
き
る
よ
う
、開
閉
器（
ス
イ
ッ

チ
）を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。※

電

源
装
置
本
体
に
付
属
さ
れ
て
お
り
、

容
易
に
操
作
で
き
る
場
合
は
、外
部

に
追
加
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

電
気
柵
を
設
置
す
る
際
の

主
な
注
意
事
項

獣
害
対
策
用
電
気
柵
の

　

 

安
全
確
保
に
つ
い
て

すぎむら　  ゆきとし

たか き　　 よしのり

  か  い　　 まさはる

いしはら ふ  じ  ろう

うえ だ       けんいち

 こ  もり だ よしひろ

よし だ       ひろ し

まつむら　  かつのり

まつむら　  かつのり

ふかくさ　  よしひさ

こうづま み   つ  こ

うら べ       さだひこ

さかもと     ひろふみ

かま  ち    きょういち

ふる た            ひろし

きたはら     ひろゆき 

いけ だ　　 こう じ

しょうやま　   しゅういち

ささぶち         のぞむ

つる           ひろ  と

とくなが       し せい

いしはら       ゆ  き

さかもと     まさみつ

  とがみ      せいいち

白 石
担 当 地 区委 員 名 担 当 地 区委 員 名

杉村　幸敏

髙木　義則

北 原
鶯 原
中 原
牧 野
江 光 寺
中 路
馬 場
皆 行 原

甲斐　正晴

石原二千郎

浦 谷
立 石
大 江 田
藤 田
前 原
米 渡 尾
用 木

上田　憲一 萩 原
日 平小森田義弘

吉田　広志 蜻 浦
久 米 野

松村　勝徳

松村　勝徳

岩 尻
志 口 永

古 閑
本 村
前 野
榎 原

上 十 町
深草　義久 山 十 町

中 十 町
板 楠 東上妻美津子

浦部　貞彦 板 楠 西

住 吉坂本　博文
蒲池　恭一 西 口

野 田
古田　　博 上 大 田 黒

下 大 田 黒
上 津 田

北原　博幸 下 津 田
上 平 野
下 平 野
上 岩

池田　浩二 中 岩
下 岩
中 林

庄山　秀一 東 吉 地
下 吉 地
中 吉 地
上 吉 地笹淵　　望
和 仁靏　　宏遠
中 和 仁

池田　圭吾 上 和 仁
開 拓

焼 米

德永　志誠 大 屋
下 津 原 東
下津原菰田
下 津 原 中

石原　由紀 下 津 原 西
内 田

坂本　政光 長 小 田
下 久 井 原
上 久 井 原
江 栗

戸上　誠一 　 門

担 当 地 区委 員 名

いけ だ       けい ご

税務住民課健康福祉課社会教育課農業委員会農林振興課

13│広報なごみ│2015 October│



■ 平成25年度との比較

■ 改革プランの実績

注）新たに平成３２年度までの期間を対象とした新改革プランを平成２８年度に策定することとしています。

■ 用語の説明

平
成
26
年
度
の
概
況

平
成
26
年
度
は
、昭
和
27
年
度
に
地
方

公
営
企
業
法
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
た
地

方
公
営
企
業
会
計
制
度
が
、昭
和
41
年

以
来
の
大
き
な
改
正
が
行
わ
れ
た
最
初
の

決
算
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、経
営
形
態

を
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
適
用
か
ら

全
部
適
用
へ
移
行
し
て
２
年
目
の
決
算
と

な
り
ま
す
。

ま
ず
、収
益
で
は
、入
院・外
来
患
者
数

は
前
年
度
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
が
、診

療
報
酬
の
改
定
や
施
設
基
準
の
見
直
し

取
り
下
げ
に
よ
り
、患
者
１
人
当
た
り
の

入
院・外
来
の
収
入
単
価
が
減
少
し
た
た

め
、診
療
収
入
が
前
年
度
か
ら
減
少
し
ま

し
た
。

次
に
、費
用
で
は
、会
計
制
度
の
改
正
に

と
も
な
い
、賞
与
引
当
金
の
計
上
、リ
ー
ス

資
産
の
減
価
償
却
費
等
、新
た
な
費
用
が

発
生
し
て
い
ま
す
。ま
た
、良
質
な
医
療

を
提
供
す
る
た
め
の
看
護
師
や
病
院
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
病
院
事
務
専
門
職

員
を
新
た
に
採
用
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
、平
成
26
年
度
の
決
算

は
、収
入
が
８
億
９
，５
８
３
万
円
、支
出
が

９
億
５
，１
８
１
万
円
と
な
り
、５
，５
９
８

万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

※
新
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
と
は
…
地
域

主
権
改
革
の
推
進
の
一
環
と
し
て
、昭
和
41
年

以
来
、実
に
約
46
年
ぶ
り
に
地
方
公
営
企
業

会
計
制
度
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

間
、民
間
企
業
の
会
計
基
準
は
大
き
く
変
わ

り
、今
回
の
改
正
は
、会
計
基
準
そ
の
も
の
を

現
在
の
民
間
企
業
に
近
づ
け
る
と
い
う
趣
旨

の
も
と
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。新
会
計
制
度
で

は
、地
方
公
営
企
業
の
経
営
の
自
由
度
が
高
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、経
営
状
況
の
透
明
性
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

患
者
数
な
ど
の
状
況

平
成
26
年
度
の
利
用
状
況
は
、入
院
患

者
数
は
２
４
，５
３
１
人
で
し
た
。１
日
当

た
り
67・２
人
、病
床
利
用
率
は
68・６
％

と
前
年
度
か
ら
増
加
し
ま
し
た
。

外
来
患
者
数
は
、２
７
，４
３
１
人
で
し

た
。１
日
当
た
り
１
１
２
．４
人
で
、前
年
度

と
比
較
す
る
と
2.8
人
増
加
し
ま
し
た
。こ

れ
は
、平
成
25
年
度
か
ら
常
勤
医
師
が
１

名
増
え
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、夜
間・休
日
の
救

急
患
者
の
受
け
入
れ
人
数
は
、１
，７
１
２

人
で
あ
り
、う
ち
救
急
車
搬
送
人
数
は
、

１
６
３
人
で
し
た
。

な
お
、健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
の
健
診

受
診
者
延
数
は
、２
，３
４
３
人
、居
宅
介

平
成
26
年
度

町
立
病
院
事
業
会
計
決
算

よ
り
一
層
の
経
営
改
善
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

支出合計
９億５，１８１万円

収入合計
８億９，５８３万円

その他
2,201万円
（2%）

支払利息
921万円
（1%）減価償却費

7,546万円
（8%）

材料費
5,816万円
（6%）

経費
1億3,920万円
（15%）

一般会計負担金
1億6,579万円
 （19%）

給与費
6億4,777万円
（68%）

入院収益
4億7,446万円
 （53%）

その他医業収益
1,901万円
（2%）

外来収益
 1億6,941万円 
（19%）

その他
 5,985万円
（6%）

補助金
731万円
（1%）

護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
件
数

は
、１
，７
０
３
件
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
利
用
者
数
は
、４
０
０
人
、延
訪
問
回

数
は
、２
，０
４
０
回
と
な
って
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
も
医
療
の
質
を
確
保
し

な
が
ら
、よ
り
一
層
の
経
営
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

経常収支比率……経常的な経営活動に伴う収益から費用を差し引いたもの。この数値が１００％を超える場合は経常黒字、１００％未満であれば、
経常赤字を示す。（経常収益/経常費用）×１００

職員給与比率……病院の職員数などが適切か否かを判断する指標。職員給与費をいかに適切なものとするかが病院経営のポイントとなる。（職員
給与費/医業収益）×１００

病床利用率……病院の施設が有効に活用されているかどうか判断する指標。病床利用率が恒常的に低い場合は、病床規模が適切か否かを検討
する必要がある。（年延入院患者数/年延病床数）×１００

102.3
65.0
57.4
90.4

20年度（実績）
104.7
69.0
54.6
93.4

21年度（実績）
104.5
68.2
51.6
90.7

22年度（実績）
98.8
71.4
51.8
88.2

23年度（実績）
98.7
69.4
50.9
81.6

24年度（実績）
100.8
68.0
52.5
86.2

25年度（実績）
97.2
73.1
53.0
89.3

26年度（実績）
97.0
67.9
63.2
81.6

19年度（実績）
経 常 収 支 比 率
職 員 給 与 比 率
病床利用率（一般）
病床利用率（療養）

項　目

24,531人23,938人入 院
患者数

27,431人26,738人外 来
19,341円20,070円入 院診療単価

（患者１人・１日当たり） 6,176円6,494円外 来
68.6％66.9%病床利用率
19日17日平均在院日数

平成26年度平成25年度
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　『
田
島
家
文
書
』に
よ
る
と
、文
政
２
年（
１
８

１
９
）以
降
の
焼
米
村
に
は
、菰
田
船
48
艘
の
内
、

１
艘
が
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、元
禄
13
年（
１
７

０
０
）に
も
、川
船
に
関
す
る
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。焼
米
船
積
場
は
、焼
米
川（『
肥
後
国
誌
』に

記
載
が
あ
り
ま
す
が
、船
積
場
と
共
に
、圃
場
整

備
事
業
で
消
滅
し
ま
し
た
）と
菊
池
川
の
合
流

点
下
流
に
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。両
城
の
存
在
理

由
の
一
つ
に
、菊
池
川
の
水
運
拠
点
を
掌
握
す
る

目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〔
菰
田
船
〕

　
菊
池
川
で
は
、上
流
か
ら
積
み
下
っ
た
川
船
の

荷
は
、中
流
の
菰
田
船
継
所
で
積
み
替
え
ら
れ
る

決
ま
り
で
し
た
。そ
し
て
、こ
の
川
船
で
菊
池
川

を
下
り
、高
瀬
に
運
ば
れ
て
、高
瀬
蔵
に
納
入
さ

れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
菰
田
船
と
呼
ば
れ
、菰
田

船
継
所
が
管
轄
し
ま
し
た
。平
野
船
積
場
か
ら
、

菊
池
川
を
８
０
０ｍ
遡
っ
た
右
岸
に
あ
り
、菰
田
か

ら
高
瀬
への
水
上
運
送
権
利
を
独
占
し
ま
し
た
。

　『
田
島
家
文
書
』に
よ
れ
ば
、寛
延
２
年（
１
７

４
９
）の
菰
田
船
は
、総
数
48
艘
で
し
た
。川
船

は
、12
村（
大
屋・菰
田・東
下
津
原・西
下
津
原・

江
栗・　
門・上
久
井
原・長
小
田・原
口・月
田・

江
田・白
石
）に
分
散
し
て
、各
船
頭
へ
預
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、江
栗
村
は
、14
艘
を
数
え
、全
体
の

30
％
弱
を
占
め
て
い
ま
す
。江
栗
村
は
、水
上
運

送
業
に
携
わ
る
人
が
多
か
っ
た
事
が
分
か
り
ま

す
。活
動
の
拠
点
は
、平
野
船
積
場
で
し
た
。

〔
江
栗
城
と
水
運
の
関
わ
り
〕

　
中
世
に
お
い
て
も
、当
然
、関
わ
り
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。菊
池
川
流
域
に
分
布
す
る
町
内

の
中
世
城
跡
群
か
ら
、江
栗
城
の
類
例
を
探
す

と
、焼
米
城
の
近
く
に
、焼
米
船
積
場
が
あ
っ
た

事
が
分
か
り
ま
し
た
。

月
25
日
に
は
、台
風
15
号
が
荒
尾
市

に
上
陸
し
、各
地
で
被
害
が
出
ま
し

た
。防
ぎ
よ
う
の
な
い
自
然
災
害
は
怖
い
も
の
で

す
。３
日
後
、江
栗
城
跡
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し

た
が
、辺
り
一
面
に
、杉
の
葉
が
積
り
、緑
の
絨
毯

の
上
で
の
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。城
時
代
も
、ひ

と
た
び
、大
風（
当
時「
台
風
」の
言
葉
は
あ
り
ま

せ
ん
）が
吹
け
ば
、山
城
の
復
旧
作
業
は
、大
変

だ
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

〔
平
野
船
積
場
〕

　
県
道
沿
い
に
あ
る
第
２
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
入
口

近
く
に
説
明
板
が
立
っ
て
い
ま
す
。江
栗
城
跡
の

南
東
隅
下
で
、城
跡
と
密
接
な
繋
が
り
の
あ
る

重
要
な
場
所
と
推
定
さ
れ
ま
す
。も
っ
と
早
く
、

紹
介
す
べ
き
で
し
た
。

　
こ
の
場
所
は
、和
仁
川
と
菊
池
川
の
合
流
地
点

近
く
に
あ
り
ま
す
。和
仁
川
は
、元
々
、三
加
和

地
区
の
中
流
域
で
、十
町
川
と
和
仁
川
に
分
か

れ
て
お
り
、下
流
域
で
一
本
の
和
仁
川
に
ま
と
ま

り
ま
す
。江
戸
時
代
は
、こ
の
川
を
使
っ
て
、村
々

か
ら
集
め
ら
れ
た
年
貢
米
が
、平
野
船
積
場
へ
運

ば
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、菊
池
川
沿
岸
に
は
、

各
所
に
船
積
場
が
あ
り
ま
し
た
。

８

24

　
こ
も 
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か
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ひ
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ご
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お
か
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

わ
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
っ
ち
ょ
う

写真１　江栗城跡Ⅲ郭と平野船積場跡（右端）写真１　江栗城跡Ⅲ郭と平野船積場跡（右端）写真２　Ⅲ郭－⑨（45×18m）　写真２　Ⅲ郭－⑨（45×18m）　

江栗城跡Ⅲ郭周辺図江栗城跡Ⅲ郭周辺図

　
　
　え

　
　
　
　
　
　 ぐ 

り

　
　
　
　
　  

じ
ょ
う

　
　
　
　
　あ 

と

大 

田 

幸 

博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）

江
栗
城
跡

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方
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10
月
19
日（
月
）〜
25
日（
日
）ま
で
の
１
週
間

は
行
政
相
談
週
間
で
す
。

町
で
は
、次
の
と
お
り
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、お
悩
み・お
困

り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
何
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

と
き・と
こ
ろ
　

（
三
加
和
地
区
）

10
月
16
日（
金
）　
午
前
10
時
〜
正
午

11月15日（日）
菊池川白石堰河川広場

と　き

ところ

総
合
支
所
　
第
３
会
議
室

（
菊
水
地
区
）

10
月
16
日（
金
） 

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

本
庁
　
１
階
会
議
室

対
応
者【
行
政
相
談
委
員
】

杉
原
　
幸
壽
・
笠
　
　
輝
博
　（
敬
称
略
）

問
い
合
わ
せ
先
　

本
庁
　
総
務
課
　
総
務
係
　

☎
０
９
６
８・８
６・５
７
２
０

最
近
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
回
線
部

分
と
プ
ロ
バ
イ
ダ（
接
続
事
業
者
）部
分
に
契

約
が
分
か
れ
て
い
て
分
か
り
に
く
い
ほ
か
、特

定
の
条
件
に
よ
り
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
な
ど
契
約
内
容
が
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

通
信
契
約
は
法
律
に
よ
る
ク
ー
リ
ン
グ・オ

フ
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。契
約
内
容
を
よ
く
理

解
し
、検
討
し
た
う
え
で
契
約
し
て
く
だ
さ

い
。必
要
な
い
と
思
う
時
は
、毅
然
と
し
た
態

度
で
断
り
ま
し
ょ
う
。

ご
不
明
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

ま
で
）ま
た
は
本
庁
総
務
課
総
務
係
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　

☎
０
９
６・３
８
３・０
９
９
９

本
庁
　
総
務
課
　
総
務
係
　
　

☎
０
９
６
８・８
６・５
７
２
０

「
障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、と
も
に
支

え
あ
っ
て
生
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

を
目
的
と
し
て
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

と
き
　
10
月
18
日（
日
） 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ
　
玉
名
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル（
玉
名
市

岩
崎
１
５
２‐２
）

入
場
料
　
無
料

内
容
　
コ
ー
ラ
ス
、当
事
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
　
樋
口
了
一
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先
　

実
行
委
員
会
事
務
局（
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
内
）　☎

０
９
６
８・７
３・１
０
２
２

と
き
　
10
月
25
日（
日
）

　
　
午
前
９
時
40
分
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
熊
本
県
立
荒
尾
支
援
学
校
　
運
動

場（
荒
尾
市
増
永
２
２
９
９‐３
）

内
容
　
ス
テ
ー
ジ
発
表（
踊
り
や
音
楽
）、バ
ザ
ー

そ
の
他
　
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
活
動
を
行
っ
て

お
り
、来
場
の
際
に
は
ぜ
ひ
エ
コ
キ
ャッ
プ
を

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
荒
尾
支
援
学
校

☎
０
９
６
８・６
２・１
１
３
１

と
き
　
10
月
25
日（
日
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
玉
名
市
民
ひ
ろ
ば

内
容
　
模
擬
店
、木
工
教
室
、上
棟
式
披
露
、住

宅
相
談
、健
康
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
建
築
労
働
組
合
城
北
支
部

☎
０
９
６
８・５
７・４
６
５
１

現
役
の
里
親
さ
ん
に
里
親
と
し
て
の
子
育
て

や
専
門
の
人
に
里
親
制
度
に
つ
い
て
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

と
き・と
こ
ろ

①
10
月
12
日（
月
祝
）　
午
後
２
時
〜
４
時

九
州
看
護
福
祉
大
学
　
大
講
義
室（
玉
名

市
富
尾
８
８
８
）

②
10
月
18
日（
日
）　
午
前
10
時
〜
正
午

ウ
ェ
ル
パ
ル
く
ま
も
と（
熊
本
市
中
央
区

大
江
５‐１‐１
）

①
は
里
親
さ
ん
に
よ
る
お
話
、②
は
専
門
家

に
よ
る
お
話
で
す
。

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

特
定
非
営
利
活
動
法
人
優
里
の
会

☎
０
７
０・５
４
８
４・８
３
６
５

県
内
11
か
所
の
装
飾
古
墳
の
内
部
を
専
門

職
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
見
学
で
き
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。直
接
現
地
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

と
き
　
10
月
24
日（
土
）・25
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
２４
日（
土
）：
永
安
寺
東
古
墳・大
坊

古
墳（
玉
名
市
）、鍋
田
横
穴（
山
鹿
市
）な
ど

２５
日（
日
）：
塚
坊
主
古
墳（
和
水
町
）、永
安

寺
東
古
墳・大
坊
古
墳・石
貫
ナ
ギ
ノ
横
穴

群・石
貫
穴
観
音
横
穴（
玉
名
市
）、横
山
古

墳（
山
鹿
市
）

問
い
合
わ
せ
先
　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
　

☎
０
９
６
８・３
６・２
１
５
１

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」と
し
て
、世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
万
田
坑
を
み
ん

な
で
巡
っ
て
、地
元
で
人
気
の
Ｂ
級
グ
ル
メ「
石

炭
ゴ
ロ
ゴ
ロ
万
田
焼
き
」や
荒
尾
梨
を
使
っ
た

絶
品
ス
イ
ー
ツ
を
味
わ
い
な
が
ら
、荒
尾
市
で

恋
の
採
掘
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
　
10
時
17
日（
土
）

　
　
　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分（
予
定
）

集
合
場
所
　
荒
尾
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー（
荒
尾

市
荒
尾
４
１
８
６‐１９
）

参
加
費
　
男
性
３
０
０
０
円 

女
性
１
５
０
０
円

申
込
締
切
　
10
月
８
日（
木
）　
正
午

申
込
資
格
　
25
歳
以
上
45
歳
以
下
の
独
身
の
男

女
各
12
人（
抽
選
）。男
性
に
限
り
、荒
尾
市・

玉
名
郡
市
に
住
ん
で
い
る
か
、勤
務
さ
れ
て

い
る
人
。会
員
登
録
が
必
要
で
、10
月
12
日

（
月
）以
降
は
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
電
話・メ
ー
ル・結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
か
本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
て
お

願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

荒
尾・玉
名
地
域
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８・７
８・２
５
４
３

　
メ
ー
ル  arao.tamana.k-s-c@wish.ocn.ne.jp

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
救
命
手
当
て
の
重

要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、心
肺
蘇
生
法
を
覚

え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、救
命
講
習
会
を
開
催

致
し
ま
す
。ま
た
、こ
の
講
習
会
を
修
了
さ
れ
た

人
に
は
修
了
証
カ
ー
ド
の
発
行
を
致
し
ま
す
。

と
き
　
10
月
18
日（
日
）　
午
前
９
時
〜
正
午

山太郎祭 in なごみ 開催！

問い合わせ先　本庁　商工観光課　観光係　　☎０９６８・８６・５７２５

和水町の秋を彩る、食とイベント盛り沢山の祭りが今年もやってきます。

フリーマーケット
出店者募集中

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

第
４
回
Ａ
Ｒ
Ａ
・
Ｓ
Ｈ
Ｉ
ま
つ
り
開
催

通
信
契
約
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

で
き
ま
せ
ん

熊
本
県
内
装
飾
古
墳
一
斉
公
開

里
親
講
演
会
開
催

救
急
講
習
会
の
参
加
者
募
集

第
　
回
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｋ
Ｅ

in

15

第
　
回
熊
建
労
城
北
支
部

職
人
ま
つ
り
開
催

21

あ
ら・た
ま
魅
力
体
感
婚
活  

世
界
遺
産

登
録
記
念  

万
田
コ
ン
　
荒
尾
市  

募
集

in

く ら し の 情 報

募
　
集

お
知
ら
せ
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午前９時30分～11時30分
午後０時45分～４時

和水町に献血バスが来ます
①10月21日（水） 本庁
②11月 2日（月） 総合支所

問い合わせ先　本庁　　税務住民課　生活環境係　　☎０９６８・８６・５７２３
　　　　　　　総合支所　　住民課　税務住民係　　☎０９６８・３４・３１１１（内線７５２）

受付時間

皆さんの
ご協力を
お願いします



10
月
19
日（
月
）〜
25
日（
日
）ま
で
の
１
週
間

は
行
政
相
談
週
間
で
す
。

町
で
は
、次
の
と
お
り
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、お
悩
み・お
困

り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
何
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

と
き・と
こ
ろ
　

（
三
加
和
地
区
）

10
月
16
日（
金
）　
午
前
10
時
〜
正
午

11月15日（日）
菊池川白石堰河川広場

と　き

ところ

総
合
支
所
　
第
３
会
議
室

（
菊
水
地
区
）

10
月
16
日（
金
） 

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

本
庁
　
１
階
会
議
室

対
応
者【
行
政
相
談
委
員
】

杉
原
　
幸
壽
・
笠
　
　
輝
博
　（
敬
称
略
）

問
い
合
わ
せ
先
　

本
庁
　
総
務
課
　
総
務
係
　

☎
０
９
６
８・８
６・５
７
２
０

最
近
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
回
線
部

分
と
プ
ロ
バ
イ
ダ（
接
続
事
業
者
）部
分
に
契

約
が
分
か
れ
て
い
て
分
か
り
に
く
い
ほ
か
、特

定
の
条
件
に
よ
り
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
な
ど
契
約
内
容
が
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

通
信
契
約
は
法
律
に
よ
る
ク
ー
リ
ン
グ・オ

フ
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。契
約
内
容
を
よ
く
理

解
し
、検
討
し
た
う
え
で
契
約
し
て
く
だ
さ

い
。必
要
な
い
と
思
う
時
は
、毅
然
と
し
た
態

度
で
断
り
ま
し
ょ
う
。

ご
不
明
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

ま
で
）ま
た
は
本
庁
総
務
課
総
務
係
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　

☎
０
９
６・３
８
３・０
９
９
９

本
庁
　
総
務
課
　
総
務
係
　
　

☎
０
９
６
８・８
６・５
７
２
０

「
障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、と
も
に
支

え
あ
っ
て
生
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

を
目
的
と
し
て
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

と
き
　
10
月
18
日（
日
） 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ
　
玉
名
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル（
玉
名
市

岩
崎
１
５
２‐２
）

入
場
料
　
無
料

内
容
　
コ
ー
ラ
ス
、当
事
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
　
樋
口
了
一
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先
　

実
行
委
員
会
事
務
局（
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
内
）　☎

０
９
６
８・７
３・１
０
２
２

と
き
　
10
月
25
日（
日
）

　
　
午
前
９
時
40
分
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
熊
本
県
立
荒
尾
支
援
学
校
　
運
動

場（
荒
尾
市
増
永
２
２
９
９‐３
）

内
容
　
ス
テ
ー
ジ
発
表（
踊
り
や
音
楽
）、バ
ザ
ー

そ
の
他
　
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
活
動
を
行
っ
て

お
り
、来
場
の
際
に
は
ぜ
ひ
エ
コ
キ
ャッ
プ
を

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
荒
尾
支
援
学
校

☎
０
９
６
８・６
２・１
１
３
１

と
き
　
10
月
25
日（
日
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
玉
名
市
民
ひ
ろ
ば

内
容
　
模
擬
店
、木
工
教
室
、上
棟
式
披
露
、住

宅
相
談
、健
康
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
建
築
労
働
組
合
城
北
支
部

☎
０
９
６
８・５
７・４
６
５
１

現
役
の
里
親
さ
ん
に
里
親
と
し
て
の
子
育
て

や
専
門
の
人
に
里
親
制
度
に
つ
い
て
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

と
き・と
こ
ろ

①
10
月
12
日（
月
祝
）　
午
後
２
時
〜
４
時

九
州
看
護
福
祉
大
学
　
大
講
義
室（
玉
名

市
富
尾
８
８
８
）

②
10
月
18
日（
日
）　
午
前
10
時
〜
正
午

ウ
ェ
ル
パ
ル
く
ま
も
と（
熊
本
市
中
央
区

大
江
５‐１‐１
）

①
は
里
親
さ
ん
に
よ
る
お
話
、②
は
専
門
家

に
よ
る
お
話
で
す
。

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

特
定
非
営
利
活
動
法
人
優
里
の
会

☎
０
７
０・５
４
８
４・８
３
６
５

県
内
11
か
所
の
装
飾
古
墳
の
内
部
を
専
門

職
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
見
学
で
き
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。直
接
現
地
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

と
き
　
10
月
24
日（
土
）・25
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
２４
日（
土
）：
永
安
寺
東
古
墳・大
坊

古
墳（
玉
名
市
）、鍋
田
横
穴（
山
鹿
市
）な
ど

２５
日（
日
）：
塚
坊
主
古
墳（
和
水
町
）、永
安

寺
東
古
墳・大
坊
古
墳・石
貫
ナ
ギ
ノ
横
穴

群・石
貫
穴
観
音
横
穴（
玉
名
市
）、横
山
古

墳（
山
鹿
市
）

問
い
合
わ
せ
先
　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
　

☎
０
９
６
８・３
６・２
１
５
１

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」と
し
て
、世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
万
田
坑
を
み
ん

な
で
巡
っ
て
、地
元
で
人
気
の
Ｂ
級
グ
ル
メ「
石

炭
ゴ
ロ
ゴ
ロ
万
田
焼
き
」や
荒
尾
梨
を
使
っ
た

絶
品
ス
イ
ー
ツ
を
味
わ
い
な
が
ら
、荒
尾
市
で

恋
の
採
掘
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
　
10
時
17
日（
土
）

　
　
　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分（
予
定
）

集
合
場
所
　
荒
尾
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー（
荒
尾

市
荒
尾
４
１
８
６‐１９
）

参
加
費
　
男
性
３
０
０
０
円 

女
性
１
５
０
０
円

申
込
締
切
　
10
月
８
日（
木
）　
正
午

申
込
資
格
　
25
歳
以
上
45
歳
以
下
の
独
身
の
男

女
各
12
人（
抽
選
）。男
性
に
限
り
、荒
尾
市・

玉
名
郡
市
に
住
ん
で
い
る
か
、勤
務
さ
れ
て

い
る
人
。会
員
登
録
が
必
要
で
、10
月
12
日

（
月
）以
降
は
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
電
話・メ
ー
ル・結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
か
本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
て
お

願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

荒
尾・玉
名
地
域
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８・７
８・２
５
４
３

　
メ
ー
ル  arao.tamana.k-s-c@wish.ocn.ne.jp

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
救
命
手
当
て
の
重

要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、心
肺
蘇
生
法
を
覚

え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、救
命
講
習
会
を
開
催

致
し
ま
す
。ま
た
、こ
の
講
習
会
を
修
了
さ
れ
た

人
に
は
修
了
証
カ
ー
ド
の
発
行
を
致
し
ま
す
。

と
き
　
10
月
18
日（
日
）　
午
前
９
時
〜
正
午

山太郎祭 in なごみ 開催！

問い合わせ先　本庁　商工観光課　観光係　　☎０９６８・８６・５７２５

和水町の秋を彩る、食とイベント盛り沢山の祭りが今年もやってきます。

フリーマーケット
出店者募集中

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

第
４
回
Ａ
Ｒ
Ａ
・
Ｓ
Ｈ
Ｉ
ま
つ
り
開
催

通
信
契
約
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

で
き
ま
せ
ん

熊
本
県
内
装
飾
古
墳
一
斉
公
開

里
親
講
演
会
開
催

救
急
講
習
会
の
参
加
者
募
集

第
　
回
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｋ
Ｅ

in

15

第
　
回
熊
建
労
城
北
支
部

職
人
ま
つ
り
開
催

21

あ
ら・た
ま
魅
力
体
感
婚
活  

世
界
遺
産

登
録
記
念  

万
田
コ
ン
　
荒
尾
市  

募
集

in

く ら し の 情 報

募
　
集

お
知
ら
せ
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午前９時30分～11時30分
午後０時45分～４時

和水町に献血バスが来ます
①10月21日（水） 本庁
②11月 2日（月） 総合支所

問い合わせ先　本庁　　税務住民課　生活環境係　　☎０９６８・８６・５７２３
　　　　　　　総合支所　　住民課　税務住民係　　☎０９６８・３４・３１１１（内線７５２）

受付時間

皆さんの
ご協力を
お願いします



第26回 菊地川の日スペシャル in 菊地開催

10月17日（土）　開場９時　開演９時４０分
菊池市 泗水ホール （菊池市泗水町福本２８３番地１）

と　き

ところ

同時開催　菊地川流域プロジェクト
第２回ハイスクールフェスティバル★菊池
菊地高等学校・菊池女子高等学校・菊池農業高等学校３校合同文化祭

問い合わせ先　菊地川の日実行委員会　菊地市　環境課　　　☎０９６８・２５・７２１７
　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉名市　環境整備課　☎０９６８・７５・１１１８

と
こ
ろ
　
玉
名
消
防
署
　
２
階
会
議
室

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命
講
習
会

定
員
　
先
着
１５
人（
事
前
に
電
話
に
て
申
込
み

が
必
要
で
す
。）

参
加
費
　
無
料

そ
の
他
　
以
前
に
、普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

ら
れ
た
人
は
、修
了
証
カ
ー
ド
を
持
参
し
て

下
さ
い
。参
加
申
し
込
み
数
が一定
に
満
た

な
い
場
合
、開
催
を
延
期
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

玉
名
消
防
署
　
救
急
係
　

☎
０
９
６
８・７
３・７
１
１
７

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で

は
、55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

講
習
会
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

講
習
名・と
き・と
こ
ろ

①「
樹
木
管
理
講
習
」

　
10
月
19
日（
月
）〜
23
日（
金
）

　
荒
尾
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
荒
尾
市

下
井
手
１
９
３‐

１
）

　
樹
木
の
扱
い
の
基
本
か
ら
手
入
れ
方
法
な

ど
幅
広
く
習
得
し
、き
め
細
や
か
な
仕
事
が

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

②「
介
護・家
事
サ
ー
ビ
ス
講
習
」

　
11
月
19
日（
木
）〜
12
月
１
日（
火
）

　
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル（
山
鹿

市
鍋
田
２
０
８
５
）

　
介
護
や
家
事
に
つ
い
て
の
知
識・技
能
を
習

得
し
て
介
護
施
設
や
家
事
代
行
な
ど
で
の

就
職
を
目
指
し
ま
す
。

申
込
締
切
日

①
10
月
８
日（
木
）　
②
11
月
９
日（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
６・３
１
２・３
３
１
０

金
銭
、土
地
、家
庭
問
題
な
ど
は
裁
判
所
の

職
員
、登
記
、人
権
問
題
な
ど
は
法
務
局
の
職

員
、各
種
法
律
相
談
は
弁
護
士
が
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と
き・と
こ
ろ

①
10
月
５
日（
月
）　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

熊
本
地
方・家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部（
山
鹿

市
山
鹿
２
８
０
）

②
10
月
７
日（
水
）　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

熊
本
地
方・家
庭
裁
判
所
玉
名
支
部（
玉
名

市
繁
根
木
54‐８
）

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方・家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

☎
０
９
６
８・４
４・５
１
４
１

熊
本
地
方・家
庭
裁
判
所
玉
名
支
部

☎
０
９
６
８・７
２・３
０
３
７

金
銭
の
貸
し
借
り
、多
重
債
務
、損
害
賠
償
、

土
地
の
境
界
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、離
婚
、慰
謝

料
、財
産
分
与
、遺
産
相
続
な
ど
で
お
悩
み
の
人

は
調
停
手
続
き
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
　
11
月
１
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

と
こ
ろ
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
９
階

会
議
室
１（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８‐９
）

費
用
　無
料

そ
の
他
　
事
前
予
約
必
要
な
し
。会
場
に
て
先

着
順
で
受
付
。ま
た
、電
話
に
よ
る
相
談
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
調
停
協
会
連
合
会

☎
０
９
６・３
５
５・６
１
２
１

労
働
条
件
な
ど
に
関
す
る
労
使
ト
ラ
ブ
ル

の
自
主
解
決
が
難
し
い
場
合
、話
し
合
い
に
よ

る
解
決
を
支
援
す
る「
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ
て
い

ま
す
。手
続
簡
単
、秘
密
厳
守
、費
用
無
料
で

す
。労
働
者
、事
業
主
の
双
方
か
ら
申
請
で
き
、

正
規
・
非
正
規
社
員
を
問
わ
ず
利
用
で
き
ま

す
。ま
た
、紛
争
解
決
制
度
な
ど
を
ご
紹
介
す

る「
労
使
関
係
セ
ミ
ナ
ー
」を
10
月
６
日（
火
）午

後
１
時
30
分
か
ら
県
庁
で
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
☎
０
９
６・３
３
３・２
７
５
３

11月7日（土） 午前９時受付開始～午後３時解散（予定）
三加和温泉センター前駐車場
三加和温泉センター（集合） → 目の神様 → イボの神様 → 胃の神様 → 性の神様 → 歯の神様 →
命の神様 → （昼食） → 田中城跡 → 耳の神様 → 手足の神様 → 三加和温泉センター（解散）　
※一部車で移動します。
先着３０名程度
１，０００円／人（弁当、一日保険料、記念品代など）
下記申し込み先まで電話でお申し込みください。
１０月３０日（金）

集合場所
コ ー ス

募集定員
参 加 料
応募方法
応募締切

と　　き

和水町『八つの神様めぐりウォーキング』参加者募集
肥後国衆一揆顕彰会議（和水町・山鹿市・南関町）主催のウォーキングを開催します。和水町に点在する
八つの神様や史跡をめぐりながら、紅葉の中をゆっくり散策してみませんか。

申し込み・問い合わせ先
　三加和公民館内　肥後国衆一揆顕彰会議事務局　　☎０９６８・３４・３０４７

9月1日（火）～11月29日（日） 
和水町歴史民俗資料館（和水町）、山鹿市立博物館（山鹿市）、温故創生館（山鹿市）、
装飾古墳館（山鹿市）、わいふ一番館（菊池市）
その他、10月25日（日）塚坊主古墳（県内装飾古墳一斉公開）や11月15日（日）山太郎祭などの
肥後古代の森のイベントでも設置されます。
和牛「和王」すき焼き肉、菊鹿ワイン、七城米、こふんクッションなど
抽選にハズレてもダブルチャンス有！
各スタンプ設置場所にある応募用紙を確認ください。

スタンプ
設置場所

賞　　品

応募方法

開催期間

古代への旅スタンプラリー２０１５

※熊本県では、県内博物館などとの連携・共同により、県内全域における博物館活動を活性化する「熊本県総
合博物館ネットワーク構想」の実現を目指しています。

問い合わせ先
　肥後古代の森協議会事務局（県立装飾古墳館内）　　☎0968・36・2151

10月3日（土）～11月５日（木）※月曜休館。ただし月曜が祝日の場合は火曜休館。
平日（火曜日～金曜日）　午前９時30分～午後６時30分
土日祝日　　　　　　　午前９時30分～午後５時15分
熊本県立美術館分館
一般 300円、大学生 100円、高校生以下無料
江田船山古墳出土品のレプリカ３点のほか、県内61の博物館などが所蔵する選りすぐりの逸品を、
一堂にご覧いただけます。詳しくは、熊本県HP内「博物館ネットワークセンター」のページをご覧くだ
さい。

開館時間

展示会場
入 場 料
内　　容

展示期間

熊本県総合博物館ネットワークオープニング
記念企画展が開催されます

問い合わせ先　熊本県博物館ネットワークセンター　　☎０９６4・34・3301

肥後古代の森の博物館やイベントでスタンプを集めて豪華賞品を当てよう！

無
料
法
律
手
続
相
談
会
開
催

シ
ニ
ア
ワ
ー
カ
ー
募
集

無
料
調
停
相
談
会
開
催

労
使
紛
争
解
決
の
た
め
に

相
　
談

入場
無料
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第26回 菊地川の日スペシャル in 菊地開催

10月17日（土）　開場９時　開演９時４０分
菊池市 泗水ホール （菊池市泗水町福本２８３番地１）

と　き

ところ

同時開催　菊地川流域プロジェクト
第２回ハイスクールフェスティバル★菊池
菊地高等学校・菊池女子高等学校・菊池農業高等学校３校合同文化祭

問い合わせ先　菊地川の日実行委員会　菊地市　環境課　　　☎０９６８・２５・７２１７
　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉名市　環境整備課　☎０９６８・７５・１１１８

と
こ
ろ
　
玉
名
消
防
署
　
２
階
会
議
室

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命
講
習
会

定
員
　
先
着
１５
人（
事
前
に
電
話
に
て
申
込
み

が
必
要
で
す
。）

参
加
費
　
無
料

そ
の
他
　
以
前
に
、普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

ら
れ
た
人
は
、修
了
証
カ
ー
ド
を
持
参
し
て

下
さ
い
。参
加
申
し
込
み
数
が一定
に
満
た

な
い
場
合
、開
催
を
延
期
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

玉
名
消
防
署
　
救
急
係
　

☎
０
９
６
８・７
３・７
１
１
７

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で

は
、55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

講
習
会
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

講
習
名・と
き・と
こ
ろ

①「
樹
木
管
理
講
習
」

　
10
月
19
日（
月
）〜
23
日（
金
）

　
荒
尾
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
荒
尾
市

下
井
手
１
９
３‐

１
）

　
樹
木
の
扱
い
の
基
本
か
ら
手
入
れ
方
法
な

ど
幅
広
く
習
得
し
、き
め
細
や
か
な
仕
事
が

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

②「
介
護・家
事
サ
ー
ビ
ス
講
習
」

　
11
月
19
日（
木
）〜
12
月
１
日（
火
）

　
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル（
山
鹿

市
鍋
田
２
０
８
５
）

　
介
護
や
家
事
に
つ
い
て
の
知
識・技
能
を
習

得
し
て
介
護
施
設
や
家
事
代
行
な
ど
で
の

就
職
を
目
指
し
ま
す
。

申
込
締
切
日

①
10
月
８
日（
木
）　
②
11
月
９
日（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
６・３
１
２・３
３
１
０

金
銭
、土
地
、家
庭
問
題
な
ど
は
裁
判
所
の

職
員
、登
記
、人
権
問
題
な
ど
は
法
務
局
の
職

員
、各
種
法
律
相
談
は
弁
護
士
が
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と
き・と
こ
ろ

①
10
月
５
日（
月
）　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

熊
本
地
方・家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部（
山
鹿

市
山
鹿
２
８
０
）

②
10
月
７
日（
水
）　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

熊
本
地
方・家
庭
裁
判
所
玉
名
支
部（
玉
名

市
繁
根
木
54‐８
）

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方・家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

☎
０
９
６
８・４
４・５
１
４
１

熊
本
地
方・家
庭
裁
判
所
玉
名
支
部

☎
０
９
６
８・７
２・３
０
３
７

金
銭
の
貸
し
借
り
、多
重
債
務
、損
害
賠
償
、

土
地
の
境
界
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、離
婚
、慰
謝

料
、財
産
分
与
、遺
産
相
続
な
ど
で
お
悩
み
の
人

は
調
停
手
続
き
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
　
11
月
１
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

と
こ
ろ
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
９
階

会
議
室
１（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８‐９
）

費
用
　無
料

そ
の
他
　
事
前
予
約
必
要
な
し
。会
場
に
て
先

着
順
で
受
付
。ま
た
、電
話
に
よ
る
相
談
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
調
停
協
会
連
合
会

☎
０
９
６・３
５
５・６
１
２
１

労
働
条
件
な
ど
に
関
す
る
労
使
ト
ラ
ブ
ル

の
自
主
解
決
が
難
し
い
場
合
、話
し
合
い
に
よ

る
解
決
を
支
援
す
る「
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ
て
い

ま
す
。手
続
簡
単
、秘
密
厳
守
、費
用
無
料
で

す
。労
働
者
、事
業
主
の
双
方
か
ら
申
請
で
き
、

正
規
・
非
正
規
社
員
を
問
わ
ず
利
用
で
き
ま

す
。ま
た
、紛
争
解
決
制
度
な
ど
を
ご
紹
介
す

る「
労
使
関
係
セ
ミ
ナ
ー
」を
10
月
６
日（
火
）午

後
１
時
30
分
か
ら
県
庁
で
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
☎
０
９
６・３
３
３・２
７
５
３

11月7日（土） 午前９時受付開始～午後３時解散（予定）
三加和温泉センター前駐車場
三加和温泉センター（集合） → 目の神様 → イボの神様 → 胃の神様 → 性の神様 → 歯の神様 →
命の神様 → （昼食） → 田中城跡 → 耳の神様 → 手足の神様 → 三加和温泉センター（解散）　
※一部車で移動します。
先着３０名程度
１，０００円／人（弁当、一日保険料、記念品代など）
下記申し込み先まで電話でお申し込みください。
１０月３０日（金）

集合場所
コ ー ス

募集定員
参 加 料
応募方法
応募締切

と　　き

和水町『八つの神様めぐりウォーキング』参加者募集
肥後国衆一揆顕彰会議（和水町・山鹿市・南関町）主催のウォーキングを開催します。和水町に点在する
八つの神様や史跡をめぐりながら、紅葉の中をゆっくり散策してみませんか。

申し込み・問い合わせ先
　三加和公民館内　肥後国衆一揆顕彰会議事務局　　☎０９６８・３４・３０４７

9月1日（火）～11月29日（日） 
和水町歴史民俗資料館（和水町）、山鹿市立博物館（山鹿市）、温故創生館（山鹿市）、
装飾古墳館（山鹿市）、わいふ一番館（菊池市）
その他、10月25日（日）塚坊主古墳（県内装飾古墳一斉公開）や11月15日（日）山太郎祭などの
肥後古代の森のイベントでも設置されます。
和牛「和王」すき焼き肉、菊鹿ワイン、七城米、こふんクッションなど
抽選にハズレてもダブルチャンス有！
各スタンプ設置場所にある応募用紙を確認ください。

スタンプ
設置場所

賞　　品

応募方法

開催期間

古代への旅スタンプラリー２０１５

※熊本県では、県内博物館などとの連携・共同により、県内全域における博物館活動を活性化する「熊本県総
合博物館ネットワーク構想」の実現を目指しています。

問い合わせ先
　肥後古代の森協議会事務局（県立装飾古墳館内）　　☎0968・36・2151

10月3日（土）～11月５日（木）※月曜休館。ただし月曜が祝日の場合は火曜休館。
平日（火曜日～金曜日）　午前９時30分～午後６時30分
土日祝日　　　　　　　午前９時30分～午後５時15分
熊本県立美術館分館
一般 300円、大学生 100円、高校生以下無料
江田船山古墳出土品のレプリカ３点のほか、県内61の博物館などが所蔵する選りすぐりの逸品を、
一堂にご覧いただけます。詳しくは、熊本県HP内「博物館ネットワークセンター」のページをご覧くだ
さい。

開館時間

展示会場
入 場 料
内　　容

展示期間

熊本県総合博物館ネットワークオープニング
記念企画展が開催されます

問い合わせ先　熊本県博物館ネットワークセンター　　☎０９６4・34・3301

肥後古代の森の博物館やイベントでスタンプを集めて豪華賞品を当てよう！

無
料
法
律
手
続
相
談
会
開
催

シ
ニ
ア
ワ
ー
カ
ー
募
集

無
料
調
停
相
談
会
開
催

労
使
紛
争
解
決
の
た
め
に

相
　
談

入場
無料
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

「ぷちギフトにもぴったり♪１，
２，３でもっとすぐかわイラスト」
（著者：イシグロ・フミカ、株式会社 学研）

「おり手紙 折ってわたせる
33の手紙」

（著者：ショートケーキ＆清水あかね、
株式会社 飛鳥新社）

「松岡修造の人生を強く
生きる83の言葉」

（著者：松岡修造、株式会社 アスコム）

短
歌

杉
に
は
杉
松
に
は
松
の
風
あ
り
て

　
一
生
さ
ざ
め
く
木
で
あ
る
も
よ
き
　
　
　
　
　
東
　
左
千
子

運
転
手
一
人
の
バ
ス
が
道
端
に

　
時
間
合
わ
せ
か
停
車
し
て
ゐ
る
　
　
　
　
　
　
村
上
　
成
章

雨
の
庭
桔
梗
一
輪
花
開
く

　
母
を
顕
た
せ
て
ひ
そ
と
む
ら
さ
き
　
　
　
　
　
石
山
　
幸
子

三
ヶ
月
過
ぎ
て
も
痛
み
去
ら
ず
し
て

　
せ
み
の
鳴
き
声
こ
こ
ろ
に
重
し
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
竹
子

八
十
余
年
村
の
大
災
祈
禱
祭

　
宮
司
の
の
り
と
低
頭
に
聞
く
　
　
　
　
　
　
　
阪
野
　
章
子

母
の
日
を
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
に
つ
つ
ま
れ
て

　
生
あ
り
て
こ
そ
浸
る
喜
び
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
た
か
お

か
な
し
き
原
俳
句
会

新
米
に
嫁
の
感
謝
の
言
葉
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
　
一

新
涼
の
風
首
す
じ
に
触
れ
て
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
克
　
代

一
粒
に
一
輪
づ
つ
の
稲
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謙
　
三

父
母
の
在
さ
ぬ
庭
の
法
師
蝉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

う
と
う
と
と
夢
見
心
地
の
虫
の
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
子

野
路
行
け
ば
風
筋
見
ゆ
る
赤
の
ま
ま
　
　
　
　
　
　
　
淑
　
乃

終
戦
日
七
十
年
を
振
り
返
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
み

村
一
つ
消
え
ゆ
く
や
う
な
大
野
分
　
　
　
　
　
　
　
　
康
　
子

菊
水
俳
句
会

点
滴
の
し
じ
ま
や
ぶ
れ
り
法
師
蝉
　
　
　
　
　
　
石
山
　
仁
明

母
い
つ
も
こ
と
ん
と
寝
入
り
ち
ち
ろ
鳴
く
　
　
　
宮
中
　
康
雄

し
げ
し
げ
と
鬼
灯
見
て
い
る
男
の
子
　
　
　
　
　
坂
口
　
公
子

夏
惜
む
一
万
発
の
花
火
揚
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
　
紘
彦

父
母
の
な
き
古
里
住
ま
い
つ
く
つ
く
し
　
　
　
　
中
山
ミ
サ
ト

台
風
の
去
り
て
割
れ
た
る
木
の
匂
ふ
　
　
　
　
　
宮
中
ミ
ス
エ

肥
後
狂
句
会

や
っ
ぱ
り
顔
よ
り
稼
ぐ
人
が
よ
か
　
　
　
　
　
　
池
田
　
　
茜

や
っ
ぱ
り
た
だ
の
仲
じ
ゃ
ぁ
な
か
っ
た
つ
　
　
　
福
永
す
み
れ

や
っ
ぱ
り
噂
通
り
の
仲
だ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
瀬
上
　
歌
子

と
ん
で
も
な
い
親
の
年
金
当
て
に
し
て
　
　
　
　
井
上
り
ん
ど
う

と
ん
で
も
な
い
喰
べ
ほ
う
だ
い
で
元
と
ら
す
　
　
後
藤
　
撫
子

と
ん
で
も
な
い
共
犯
者
に
は
な
ら
ん
ば
い
　
　
　
二
瀬
　
桔
梗

と
ん
で
も
な
い
違
憲
法
案
通
る
と
は
　
　
　
　
　
髙
木
せ
い
や

古
墳
祭
水
面
に
映
る
古
代
の
火
　
　
　
　
　
　
　
石
原
か
わ
せ
み

古
墳
祭
早
仕
舞
し
て
見
に
行
か
す
　
　
　
　
　
　
庄
山
　
道
草

メールやＬＩＮＥ（ライン）でやりと

りするのは便利ですが、時には大切な人、

気になるあの人に手紙を書いてみるのは、

いかがですか？たった一言でも手書きの

手紙ってうれしいですよね。そんな時に、

参考になる本をご紹介します！

はがきや便せんもいいけれど、時
にはこんな「おり手紙」はいかがで
すか？送って楽しい、もらってうれ
しい、きっとそんな1枚になります。

こんなかわいいイラストが添え
てあったら、気持ちがもっと伝わ
りそう！！気軽に、ちょこっと、簡
単に描けるイラストレッスンブッ
クです。

本当は、心が弱く消極的な著者
が、自分を鼓舞しようと発してきた
言葉の数々。そんな彼のメッセージ
を、友達や家族などに伝えることで、
周りを元気にしてください！

午
後
５
時
〜
午
後
９
時

12
月
６
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

　
月
６
日
（
日
）

午
後
５
時
〜
午
後
９
時

午
前
11
時
〜
正
午

　
月
　
日
（
日
）

午
後
６
時
〜
９
時

11
月
29
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時

11
月
１
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時

　
月
７
日
（
土
）

午
後
６
時
30
分
〜
11
時

午
前
10
時
〜
11
時

　
月
　
日
（
日
）

午
後
７
時
〜
10
時

午
後
７
時
〜
11
時

10
月
10
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

　
月
　
日
（
日
）

午
後
６
時
〜
10
時

開
催
日

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

古
閑
熊
野
座
神
社

山
森
阿
蘇
神
社

坂

本

神

楽

坂
本
日
吉
神
社

中
十
町
神
楽

中
十
町
熊
野
座
神
社

板

楠

神

楽

板
楠
熊
野
座
神
社

岩

尻

神

楽

岩
尻
菅
原
神
社

下
津
原
神
楽

下
津
原
阿
蘇
神
社

久
井
原
神
楽

久
井
原
阿
蘇
神
社

長
小
田
神
楽

長
小
田
住
吉
神
社

用

木

神

楽

用
木
日
吉
神
社

内

田

神

楽

内
田
赤
子
宮

神
楽
名
称

開
催
場
所

山
森
子
ど
も
神
楽

中
林
菅
原
神
社

午
後
１
時
〜
３
時

神
楽
が
開
催
さ
れ
ま
す

平
成
２７
年
度
の
和
水
町
内「
神
楽
」の
開
催
は
、次
の
と
お
り
で
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

午
後
２
時
〜
４
時

　
月
　
日
（
土
）

午
後
６
時
〜
11
時

　
　
門

神

楽

門
菅
原
神
社

　
月
６
日
（
日
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　しみず

　　　　　 まつおかしゅうぞう

中央公民館
図書室だより
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

「ぷちギフトにもぴったり♪１，
２，３でもっとすぐかわイラスト」
（著者：イシグロ・フミカ、株式会社 学研）

「おり手紙 折ってわたせる
33の手紙」

（著者：ショートケーキ＆清水あかね、
株式会社 飛鳥新社）

「松岡修造の人生を強く
生きる83の言葉」

（著者：松岡修造、株式会社 アスコム）

短
歌

杉
に
は
杉
松
に
は
松
の
風
あ
り
て

　
一
生
さ
ざ
め
く
木
で
あ
る
も
よ
き
　
　
　
　
　
東
　
左
千
子

運
転
手
一
人
の
バ
ス
が
道
端
に

　
時
間
合
わ
せ
か
停
車
し
て
ゐ
る
　
　
　
　
　
　
村
上
　
成
章

雨
の
庭
桔
梗
一
輪
花
開
く

　
母
を
顕
た
せ
て
ひ
そ
と
む
ら
さ
き
　
　
　
　
　
石
山
　
幸
子

三
ヶ
月
過
ぎ
て
も
痛
み
去
ら
ず
し
て

　
せ
み
の
鳴
き
声
こ
こ
ろ
に
重
し
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
竹
子

八
十
余
年
村
の
大
災
祈
禱
祭

　
宮
司
の
の
り
と
低
頭
に
聞
く
　
　
　
　
　
　
　
阪
野
　
章
子

母
の
日
を
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
に
つ
つ
ま
れ
て

　
生
あ
り
て
こ
そ
浸
る
喜
び
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
た
か
お

か
な
し
き
原
俳
句
会

新
米
に
嫁
の
感
謝
の
言
葉
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
　
一

新
涼
の
風
首
す
じ
に
触
れ
て
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
克
　
代

一
粒
に
一
輪
づ
つ
の
稲
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謙
　
三

父
母
の
在
さ
ぬ
庭
の
法
師
蝉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

う
と
う
と
と
夢
見
心
地
の
虫
の
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
子

野
路
行
け
ば
風
筋
見
ゆ
る
赤
の
ま
ま
　
　
　
　
　
　
　
淑
　
乃

終
戦
日
七
十
年
を
振
り
返
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
み

村
一
つ
消
え
ゆ
く
や
う
な
大
野
分
　
　
　
　
　
　
　
　
康
　
子

菊
水
俳
句
会

点
滴
の
し
じ
ま
や
ぶ
れ
り
法
師
蝉
　
　
　
　
　
　
石
山
　
仁
明

母
い
つ
も
こ
と
ん
と
寝
入
り
ち
ち
ろ
鳴
く
　
　
　
宮
中
　
康
雄

し
げ
し
げ
と
鬼
灯
見
て
い
る
男
の
子
　
　
　
　
　
坂
口
　
公
子

夏
惜
む
一
万
発
の
花
火
揚
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
　
紘
彦

父
母
の
な
き
古
里
住
ま
い
つ
く
つ
く
し
　
　
　
　
中
山
ミ
サ
ト

台
風
の
去
り
て
割
れ
た
る
木
の
匂
ふ
　
　
　
　
　
宮
中
ミ
ス
エ

肥
後
狂
句
会

や
っ
ぱ
り
顔
よ
り
稼
ぐ
人
が
よ
か
　
　
　
　
　
　
池
田
　
　
茜

や
っ
ぱ
り
た
だ
の
仲
じ
ゃ
ぁ
な
か
っ
た
つ
　
　
　
福
永
す
み
れ

や
っ
ぱ
り
噂
通
り
の
仲
だ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
瀬
上
　
歌
子

と
ん
で
も
な
い
親
の
年
金
当
て
に
し
て
　
　
　
　
井
上
り
ん
ど
う

と
ん
で
も
な
い
喰
べ
ほ
う
だ
い
で
元
と
ら
す
　
　
後
藤
　
撫
子

と
ん
で
も
な
い
共
犯
者
に
は
な
ら
ん
ば
い
　
　
　
二
瀬
　
桔
梗

と
ん
で
も
な
い
違
憲
法
案
通
る
と
は
　
　
　
　
　
髙
木
せ
い
や

古
墳
祭
水
面
に
映
る
古
代
の
火
　
　
　
　
　
　
　
石
原
か
わ
せ
み

古
墳
祭
早
仕
舞
し
て
見
に
行
か
す
　
　
　
　
　
　
庄
山
　
道
草

メールやＬＩＮＥ（ライン）でやりと

りするのは便利ですが、時には大切な人、

気になるあの人に手紙を書いてみるのは、

いかがですか？たった一言でも手書きの

手紙ってうれしいですよね。そんな時に、

参考になる本をご紹介します！

はがきや便せんもいいけれど、時
にはこんな「おり手紙」はいかがで
すか？送って楽しい、もらってうれ
しい、きっとそんな1枚になります。

こんなかわいいイラストが添え
てあったら、気持ちがもっと伝わ
りそう！！気軽に、ちょこっと、簡
単に描けるイラストレッスンブッ
クです。

本当は、心が弱く消極的な著者
が、自分を鼓舞しようと発してきた
言葉の数々。そんな彼のメッセージ
を、友達や家族などに伝えることで、
周りを元気にしてください！

午
後
５
時
〜
午
後
９
時

12
月
６
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時
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６
日
（
日
）

午
後
５
時
〜
午
後
９
時

午
前
11
時
〜
正
午

　
月
　
日
（
日
）

午
後
６
時
〜
９
時

11
月
29
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時

11
月
１
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時

　
月
７
日
（
土
）

午
後
６
時
30
分
〜
11
時

午
前
10
時
〜
11
時

　
月
　
日
（
日
）

午
後
７
時
〜
10
時

午
後
７
時
〜
11
時

10
月
10
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

　
月
　
日
（
日
）

午
後
６
時
〜
10
時

開
催
日

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

古
閑
熊
野
座
神
社

山
森
阿
蘇
神
社

坂

本

神

楽

坂
本
日
吉
神
社

中
十
町
神
楽

中
十
町
熊
野
座
神
社

板

楠

神

楽

板
楠
熊
野
座
神
社

岩

尻

神

楽

岩
尻
菅
原
神
社

下
津
原
神
楽

下
津
原
阿
蘇
神
社

久
井
原
神
楽

久
井
原
阿
蘇
神
社

長
小
田
神
楽

長
小
田
住
吉
神
社

用

木

神

楽

用
木
日
吉
神
社

内

田

神

楽

内
田
赤
子
宮

神
楽
名
称

開
催
場
所

山
森
子
ど
も
神
楽

中
林
菅
原
神
社

午
後
１
時
〜
３
時

神
楽
が
開
催
さ
れ
ま
す

平
成
２７
年
度
の
和
水
町
内「
神
楽
」の
開
催
は
、次
の
と
お
り
で
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

午
後
２
時
〜
４
時

　
月
　
日
（
土
）

午
後
６
時
〜
11
時

　
　
門

神

楽

門
菅
原
神
社

　
月
６
日
（
日
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　しみず

　　　　　 まつおかしゅうぞう

中央公民館
図書室だより
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子育てサークル
ピノッキオでは、「親子の交流」「子育て相談」「子育ての情報提供」「子育てサークル支援」など
をとおして仲間つくりや子育てのサポートを行なっています。

　季節は秋。衣替えの時期になりましたね。お家から子供服におもちゃ、マタニティー服やおん
ぶ紐などの子育てグッズを持ち寄って譲渡会をしたいと思います。持っていく物がない人も気
軽にご参加ください。集まった物のなかには掘り出し物が見つかるかもしれませんよ～。
その後、皆さんでお茶しながら来年度親子でやってみたいことを話し合って計画を立てましょう。

　里帰りなどで、チャイルドシート・ジュニアシートが
必要な人は最長７日間貸し出します。詳しくは、住民
課健康福祉係（0968・34・3111）にお尋ね下さい。

チャイルドシート
短期間貸し出します

開設日 毎週月曜～金曜　午前９時～正午、午後１時半～４時

持ってくるもの 使わなくなった子ども服、ママの服、子育てグッズ

と　き 10月23日(金)　　午前10時～午後１時

今月のイベント
リトミック

ひろば絵本コーナー

ところ 中央公民館（１Ｆ和室）

予 約 人数把握の為、21日（水）までにお知らせください。

利用できる人 子育て中の親子（保護者と子ども）・妊婦・子育て支援に携わる人
※原則として、和水町に住んでいるか勤務する人です。また、出産や休暇を利用して帰省中の人も利用できます。

開設日 毎週　火・木・金　　祝日は振替えます。
開設時間 午前10時～正午　　午後１時～４時 利用料 無料

※詳しくは『おたより』または、『ホームページ』をご覧ください。

　 2

6 7 8 95

1

13 14 15 16

22 23
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20

27 28

2119

26

火 水 木 金月

ピノッキオフレンズ
ハロウィン製作
(立石公民館）

ベビーマミー
（０歳児親子と妊婦さん対象）
赤ちゃんとスキン
シップを楽しもう！

はじめてピノッキオ
（初利用者対象）
（10時半～11時半） 自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

29
自由にご利用ください。

30
自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

ピノッキオパーク
親子触れ合い体操

親子ヨガ
（10時半～）

ピノッキオパーク
佐川急便さんの
交通安全教室
(10時～）

ピノッキオパーク
芋掘り
身体測定

ピノッキオパーク
誕生会

（要予約・２日まで）

秋を感じよう！
お散歩・どんぐり拾い
（ロマン館裏・10時～）

「芋ほり」午前
・老人会の人たちと一緒に芋ほりを楽しみましょう。
・持ってくる物　汚れても良い服装・長靴・帽子・軍手・移植ごて（あれば）・水筒・タオル
「離乳食＆妊婦のおやつ～赤ちゃんのほっぺ～」午後　要予約6日(火)まで
・集合場所　三加和公民館調理室
・持ってくる物　エプロン・三角巾・おんぶ紐　※午後からは、妊婦＆0歳児親子対象です。
「絵本の読み聞かせ」午前
・和水おはなしの会による０歳児から楽しめる読み聞かせです。
・絵本、パネルシアター、人形など、何が飛び出すか当日のお楽しみです。

「身体測定」午前・午後　☆昼ご飯OKの日☆
・午前から午後まで連続して利用できます。

8日 木
10月

13日 火
10月

「歯のはなし」午前
・いいはの日（11月8日）にちなんで、歯科衛生士より歯の話があります。
・普段使っている歯ブラシをお持ちください。

5日 木
11月

15日 木
10月

「出張ひろばIN和水町福祉センター（旧あばかん家）」午前
・10時15分にひろばを出発します。（直接福祉センターでもＯＫ）20日 火

10月

27日 火
10月

ピアノに合わせて動いたり、色々
な楽器に触れて音楽遊びを楽しみ
ました。

175冊の絵本があります。
読書の秋。親子で絵本タイムを楽
しみませんか？

初めてのそうめん流し。食べるの
を忘れるくらい真剣な表情で麺を
すくっていましたよ！

釣りざおで魚釣り！「やったぁ、タ
コさん釣れたぁ。」「次は、大きな
お魚！」と大喜びのお友達でした。

エクササイズで体も心もリフレッ
シュ！お友達も一緒に楽しみまし
た。

「ハロウィングッズ製作」午前
・パンプキンのお菓子入れを作ります。

体育の日

左のマークの日は、自由に利用できます。
イベントの日の午後からもご利用ください。

子育てひろば

ピノッキオ

にこにこクラブ

問い合わせ先　菊水ひまわり園内　子育て支援センター　☎０９６８・８６・５６５５

問い合わせ先　総合支所内　和水町子育てひろば　☎0968・34・3111（内線787）
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『子ども服譲渡会＆来年度計画を立てよう！』 



10月

和水町立病院休日宿直医表

＊町立病院の日直医・宿直医は、変更になる場合があります。
医師にかかる前には、必ず事前に問い合わせをして、担当医師
の確認をしてください。
問い合わせ先　和水町立病院　　☎０９６８・８６・３１０５

外　　　科外　　　科10月 4日（日）

内　　　科内　　　科10月10日（土）

外　　　科外　　　科10月11日（日）

外　　　科外　　　科10月12日（月）

内　　　科内　　　科10月17日（土）

外　　　科外　　　科10月18日（日）

外　　　科内　　　科10月24日（土）

外　　　科外　　　科10月25日（日）

内　　　科内　　　科11月 1日（日）

外　　　科外　　　科10月31日（土）

外　　　科外　　　科10月 3日（土）
宿　　直日　　直と　　き

休日在宅医表
と　　き 病院名 連絡先

10月11日（日）

10月 4日（日）

10月12日（月）

10月18日（日）

10月25日（日）

和水町立病院 ０９６８・８６・３１０５

さかき診療所（南関町） ０９６８・５３・１１２５

森の里クリニック（和水町）０９６８・３４・２８００

和水クリニック（和水町） ０９６８・８６・６００１

田尻医院（南関町） ０９６８・５３・0016
７カ月児健診1

木
対象者　平成27年２月生
と　き　午後１時30分～
ところ　健康管理センター

２カ月児健康相談6
火

対象者　平成27年７月生
と　き　午前９時30分～
ところ　保健センター　　

３歳児健診8
木

対象者　平成24年３月、４月生
と　き　午後１時30分～
ところ　健康管理センター

４カ月児健診15
木

対象者　平成27年６月生
と　き　午後１時30分～
ところ　健康管理センター

２歳児歯科検診22
木

対象者　平成25年７月、８月生
と　き　午前９時30分～
ところ　保健センター　　

７カ月児健診5
木

対象者　平成27年３月生
と　き　午後１時30分～
ところ　健康管理センター

２カ月児健康相談10
火

対象者　平成27年８月生
と　き　午前９時30分～
ところ　保健センター

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　☎０９６８・８６・5724

注）１．日程のご都合の悪い人や総合支所での交付をご希望の人
などはご相談ください。

２．第２子以降の母子健康手帳交付には、上のお子さんの母
子健康手帳を持って来てください。

３．交付には約1時間必要ですので、時間に余裕をもってお
いでください。

母子健康手帳交付
受付場所 本庁・健康福祉課
受付時間 10月30日を除く金曜日

午前９時～11時30分

10月の『こころの相談』
10月22日（木）　午後１時～５時　無料
　　　中央公民館　※１１月は和水町保健センター

（三加和公民館横）で行います。

（相談は、予約制です。ご利用の際は、匿名で結構ですので
下記までご連絡ください。）

場　所

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　障がい福祉係　☎０９６８・８６・５７２４

乳幼児健診

11月
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̶̶̶̶̶̶ 150ｇ
̶̶̶̶̶̶̶ ½カップ

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 適量
̶̶̶̶̶̶̶̶ 200ｇ
̶̶̶̶̶̶̶̶ 100ｇ

̶̶̶̶̶̶̶ 100ｇ
̶̶̶̶̶̶̶ 150ｇ

̶̶̶̶̶̶̶̶ 大さじ7
̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 800㏄
̶̶̶̶̶̶̶̶ 100ｇ

こ
ん
に
ち
は
。８
月
下

旬
に
夏
休
み
を
と
っ
て
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
き

た
ス
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プ
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す
。

さ
て
、９
月
は
豊
前
街

道
を
歩
く
会
に
同
行
し
、

児
童
と
一
緒
に
植
木
小

学
校
か
ら
南
関
町
ま
で

歩
き
ま
し
た
。こ
ん
な
長

距
離
を
歩
い
た
の
は
初

め
て
で
、足
に
マ
メ
が
で

き
、ス
リ
ー
プ
に
と
っ
て
は

と
て
も
苦
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。日
ご
ろ
の
運
動

不
足
を
痛
感
し
ま
し
た
。

し
か
し
児
童
た
ち
が
、楽

し
そ
う
に
歩
い
て
い
る
の

を
見
て
元
気
を
も
ら
い
、

無
事
踏
破
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ス
リ
ー
プ
は
１０
月
で
２３

歳
に
な
り
ま
す
。２３
歳
の

目
標
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、人
間
的
に

も
っ
と
成
長
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。ス

リ
ー
プ

人 動の き 平成27年８月末日現在（先月比）

15人
15人
19人

9人
－7 
－3
－3

－10 
5,049人
5,712人

3,879世帯

10,761人
死　亡男
転　入女
転　出世帯数

出　生人　口

ひとくち
メモ＆

栄養コ
メント

❶どじょうは大豆とともに一晩水につけ、ザルにあげ、どじょうだけ
ボールに取り出し塩を一気にふりかける。バタバタ動くのでとび
ださないようにすばやくフタをする。その後きれいに水洗いする。
❷里芋は２cm厚さの小口切り、なすは乱切り、ごぼうはささがき、
芋がらはそぎ切りにする。
❸鍋に油大さじ５を入れて熱し、どじょうを入れすぐフタをかぶせ
る。どじょうの動く音が静まったら、しゃもじで煮えるまでよく炒
める。
❹どじょうをミキサーに入れつぶす。大豆もミキサーに入れつぶす。
❺鍋に残りの油をたし、ごぼう、里芋、なすを炒め水を入れて煮る。
どじょうと芋がらは途中で加えて煮、里芋が煮えたら大豆と味
噌を加える。

（作り方）
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H21年生まれ（寺山）
パパ   利　廣 さん
ママ   美和子 さん

山口 貴
 たか し

くん
史

H21年生まれ（上久井原）
パパ   雅　史 さん
ママ   知　佳 さん

３人兄弟末っ子の貴史です。いつ
も笑顔で我が家ではムードメー
カー的存在です。来年から小学
生になり、心配事が増えると思い
ますが、持ち前の明るさで学校
生活を謳歌してほしいものです。

いつも、お手伝いをしてく
れてありがとう。さほのお
しゃべりで、みんな笑顔に
なるよ。ステキな女の子
になってね！

材料（5人分量）

　どじょうは、カルシウム、ビタミンＤを多
く含んでいます。ビタミンＤは、カルシウ
ムの吸収率を高める時に必要な栄養素
になります。
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応援宣言

　和水町在住のかわいい子どもさん（小学校入学前）
の写真を募集します。
①子どもの氏名・ふりがな
②行政区
③保護者の氏名
④コメント（60字以内）
を添えて本庁まちづくり推進課または総合支所
住民課までお持ちください。
※応募多数の場合は順番に掲載になります。ご了承ください。

本庁　まちづくり推進課　企画調整係
☎0968・86・5721問い合わせ先

ど
じ
ょ
う
汁


